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　文部科学省「戦略的大学連携支援事業」を契機としてほとんどの都道府県において大学
コンソーシアムが立ち上がっている。現在、全国に48以上存在する大学コンソーシアムの
多くが補助金期間終了とともにその運営方法や活動内容について再考する岐路に立ってい
る。本分科会では、アメリカ・ボストンのFenway 地区において15年以上にわたりコンソー
シアム活動を続けている“Colleges of the Fenway”と日本で同規模のコンソーシアムを形成
し、着実な活動を続けている“いわて高等教育コンソーシアム”から報告者を招き、日米
の大学コンソーシアムの活動、とりわけ連携して取り組むFD活動に焦点をあて、日米の取組
を比較することで、その可能性、持続可能なコンソーシアム活動および連携 FD 活動の
在り方について検討したい。

2009 年度戦略的大学連携支援事業
「国際連携プログラム開発」提供企画
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１．分科会のねらい
　近年、文部科学省の「戦略的大学連携支援事業」
をきっかけに全国に多くの大学コンソーシアム、大学
連携体が誕生した。しかし、所謂 GPと呼ばれるこ
の事業は期間限定のものであり、今年度、来年度に
かけ迎えるポストGPのフェイズにおいて今後どのよう
に活動していくのか、体制は、その資金は？GPにお
ける3 年間の活動を通じて大学間連携活動の有用性
を確認しながらもその継続については多くの課題に直
面している。
　本分科会は、日本における大学コンソーシアムの現
状とコンソーシアム活動の先進国であるアメリカのコン
ソーシアム活動をそれぞれご報告いただき、日米の大
学コンソーシアムの活動、とりわけ連携して取り組む
FD活動に焦点をあて、日米の取組を比較することで、
その可能性、持続可能なコンソーシアム活動の在り方
について検討することを目的とした。
　なお、本分科会は平成 20 年度文部科学省採択戦
略的大学連携支援事業「多面的な国際交流の充実と
高等教育の質向上に向けた国際連携プログラム開発」
との共同企画として実施・運営されたものである。

＜第10分科会＞
連携して取り組む教育改善

～日米のコンソーシアム活動を通じて考える～

２．報告の概要
　まず午前中には、西浦明氏（公益財団法人大学コ
ンソーシアム京都 専務理事・事務局長）より「わが
国における大学コンソーシアムの概況」と題して報告
をいただいた。
　大学コンソーシアム京都は全国最大の大学コンソー
シアム組織であり、また全国 48 大学の連携組織で
ある「全国大学コンソーシアム協議会（以下、コンソ
協議会）」の事務局も担当している。
　今回は、まずコンソ協議会が毎年、加盟コンソー
シアムを対象に行っているアンケート調査の結果と代
表的な大学コンソーシアムである大学コンソーシアム
京都の取り組みを知ることで我が国における大学コン
ソーシアム活動の概況をつかむこととした。
　報告においては、最初にコンソ協議会の概要およ
び加盟コンソの運営状況について紹介された。その上
で、大学コンソーシアム京都の歴史と事業内容、人的
資源、予算規模について触れた後、近年取り組んでい
る新たな大学連携活動について事例報告が行われた。
大学コンソーシアム京都では、単位互換事業、生涯
学習事業、学生交流事業を活動の柱とし、加えて

参 加 人 数 　 33 名
報 告 者
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　第３報告者　　　　Suzanne H. Pasch　（Director, Teaching and Learning 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Collaborative (TLC), Colleges of the Fenway）
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FD、SD 事業やインターンシップ事業を行っている。
さらに、新たな取り組みとして、eラーニングシステム
の共同開発や遠隔講義システムの開発、連携 FD、
複数大学による国際連携事業などに着手している。
これらは 5 年ごとに策定される「ステージプラン」と
呼ばれる中長期計画に基づくものである。
　西浦氏は、このような多様な活動を「すべての事
業目的は学生の学習環境を充実させること」と説明。
規模・特色ともに様々な大学が集積する京都という地
において、「質の向上」「地域性」「国際性」「大学の
個性化」をキーワードとして学生の学習環境を充実さ
せる事業を行うことにより、京都地域全体で学生の大
学生活に対する満足度を向上させることができ、また
「京都ブランド」という地域力の向上にもつながる。こ
のようなコンソーシアム活動は広い意味で FDと呼べ
るのではないかという認識を示された。
　続いて、岩手医科大学の佐藤 洋一教授から「いわ
て高等教育コンソーシアムの現状と展望～復興に向け
て高等教育機関がなすべきことは何か～」と題して事
例報告をいただいた。
　いわて高等教育コンソーシアムは戦略的大学連携
支援事業を契機として、岩手県内の5大学が 2008
年度に設置した大学コンソーシアムである。それま
でもいわて5大学学長会議のもとに高大連携・単位
互換・図書館相互利用を行ってきたが、2008 年度
戦略的大学連携支援事業採択を契機として大学コン
ソーシアム組織を立ち上げた。事業内容としては、教
育環境の基盤整備の一環として事業学習支援システム
「アイアシスタント」の導入や遠隔講義システムの整備、
eラーニングシステムの構築、FDイベントの共同開催
を行っている。
　報告では、加盟大学は教育研究内容が競合してい
ないため補完関係を築ける一方で、多様であるがため
に教育支援システムやFD・SDの目標を共有すること
が時に困難であったとの見方が示された。それでも、
教員同士の交流によって絆が形成されたことには大き
な意義があり、また、学生の地域参加型プロジェクト
支援においては学生ならではの発想で地域参加活動
を行い、教育の国際化を目的としたアジア圏からの研
修生受け入れなど、大学間の差異を乗り越えて成功
したプロジェクトもあるとのことであった。
　また、2011年 3月11日に発生した東日本大震災

においては、いわて災害医療支援ネットワークを立
ち上げ、大学主導で復興支援体制の整備にあたっ
た。その中で学んだ、自治・復興が進んだ避難所
の特徴を「人手不足・物不足のために相互扶助で成
り立っている、いわば “結い”が機能しているところ」
とし、大学間連携にも同じことが言えるのではない
かという示唆があった。復興支援は学生にとって最
良のインターンシップであり、教員にとって専門知
識・技能の実践の場である。今後もいわて高等教育
コンソーシアムは、一方的支援ではなく共同作業と
しての復興事業に連携して取り組んでいくということ
であった。
　午後からはボストン フェンウェイ地区の大学コ
ンソーシアム“Colleges of the Fenway” から招
聘した Suzanne Pasch 氏と Lily Hsu 氏より「A 
Case Study of Faculty Development through 
Consortium Activity in the US: The Teaching 
and Learning Collaborat ive (TLC) of the 
Colleges of the Fenway (COF）」（アメリカにおける
コンソーシアム活動を通じた FD）と題して事例報告
をいただいた。
　まずCOFの概要が説明された後、既存の活動に
加えて2010 年に過去15 年の大学間連携を拡大し開
始した共同 FD事業について紹介いただいた。Davis 
教育基金から3 年分の補助金を得て始まった新しい
取組であるTeaching and Learning Collaborative
（TLC）は、加盟大学のFDプログラムを支援し、さら
に加盟大学及びその他の関心のある大学に向けて、
共同FDプログラムを新たに開発提供している。また、
TLCは教職員交流のためのリソースを提供するととも
に、FDや教育方法に関する研究を行っている。
　報告の中では、TLCの理念、プログラム目的並びに
アプローチ方法について、具体的な取り組みを挙げて
説明が行われた。

３．質疑応答の概要
モデレーター：和栗　了（京都光華女子大学教授、
　　　　　　 国際連携プログラム教職WG議長）

○佐藤氏の事例報告に対して

Q.　今回の震災にあたり、いわて高等教育コンソー

シアムが即座に行動をとることができたのは、岩手県
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が地震や津波が多い地域であり、心の準備ができ

ていたためなのか。もしくは別の原因があるのか。

京都でも地震が多いが、災害に備えて各大学が準

備しておくべきと思うことはあればお聞かせいた

だきたい。

A.　北上山地の岩盤が古く、堅固であるため内陸部は
ほとんど被害を受けていない（停電程度）。した
がって、石油さえあればすぐにでも対応できる状態
であった。反面、通信手段は分断されていたため、
コンソーシアムとしての活動について（大学間で）連
絡することが、ある程度事態が落ち着くまでの間で
きなかった。また、石油不足により岩手医科大学で
は病院関係以外の職員に出勤自粛が求められてい
た。こうした状況を鑑みるに、6月に5大学学長によ
る宣言を出せたのはかなり早い動きだったといえる。
　災害発生当初は各大学で独自に復興支援を行っ
ていたが、コンソーシアムのネットワークを利用して
情報交換するうちに活動を補い合うことができるよ
うになった。
　各大学が「災害時にどういうことができるか」「何
が提供できるか」「どう大学のスペシャリティーを生
かすか」を日頃から考えていることが必要であると
思う。また、医学部の学生を瓦礫撤去等のボランティ
アに派遣したが、被災者のニーズと合致しないこと
などがあった。学生自身が「自分たちにできること
は何か」ということを考えることも重要である。

Q．コミュニティを作り上げるのに、少人数から作り上
げたということだが、危機的な状況の下で管理体
制の問題やリーダーシップの欠如が起こりうる。各
大学でとりまとめたコンソーシアムの組織の構成員、
運営体制はその後どのようになっているのか。コン
ソーシアムが取るべきリーダーシップとは何なのか？

A．震災におけるコンソーシアムのあり方について、
私自身は現時点でもつかみかねてはいるが、各大学
が学長主導で行うプロジェクトについて情報交換が
できるだけでも大きな意義があると思う。政府から
補助金がいくつも出たが、どこでどのようにそれが
使われたのかも末端の人間にはわからないので、そ
ういった情報交換ができればよいと思う。紐付き財

政の難点は支給先が重なってしまうことだが、コン
ソーシアムがその仕分けの場となれたらよいと思う。

○ COF からの事例報告に関して
Q.　日本では人件費削減という考えから非専任の教員
が増えており、そういった教員が FD 研修を受けら
れないということがある。アメリカでは、専任教員
だけでなく、非専任教員にもそういった研修の機
会を得る機会はあるのか。

A.　アメリカでもテニュア・トラックと呼ばれる制度
があり、専任職員と非専任講師という構造になっ
ている。TLC 発足時に参加資格について話し合っ
た際、主だったイベントはすべての教員を対象に行
うことに決めたので、今日紹介したプログラムはす
べて専任教員以外も受講可能である。加えて、非
常勤講師向けのプログラムも行っているため、複数
大学で非常勤講師として働く教員にとっては TLC
は有益な存在となっている。非常勤講師に特に関
連が深いと思われるプログラムや雇用の形態に関わ
らず教員に共通の問題に関するプログラムを今後開
発していきたいと考えている。

Q.　こういった取組はアメリカの他のコンソーシアム
でも行われているのか？日本から参加する場合、
学年歴が違う等の問題があるが、何か参加でき
る仕組みはあるのか。たとえば補講の開催など。

A．アメリカの他のコンソーシアムがどのように取り組ん
でいるかは承知していない。もし我々と異なるア
プローチをしていれば是非ともそこから学びたい
と思う。プログラムの受け入れ時期については、
基本的にいかなる時期であっても受け入れ可能で
ある。特にオンラインコースは随時受講可能となっ
ている。

○全講演者に対して
Q．日本のほとんどの大学では事務と教員ははっきりと
分かれており、両者の間で人的交流が行われること
は少ない。私の所属大学でも昔は教員が事務方を
完全に支配しているような状態であった。アメリカ
の大学では事務と教員の間の人的交流が普通に行



第
　
分
科
会

10

414

われている。10月にWheelock College の会議に

参加させていただいたが、そこには学科長・教員・

事務方が同じように座っており、同じように意見交

換をしていた。私の大学では、教員が決めたことを

事務方にやらせるという意識が強い（状況は変わり

つつあるものの）。コンソーシアムを通じた FD・SD

活動を行っていく上で何が大切なのか伺いたい。

A．京都コンソ：そもそも京都においてはFDを行って
いる大学がかなり多く、そうした集積の上で FD・
SD 活動の両方に力を入れている。
　 岩手コンソ ：SDを行っている大学が少なかった
ので、当初から SD に力を入れていた。しかし、
FDも SDも目指すところは人材育成であり、メン
タルヘルスケアや予算獲得などについても教員・
職員が学びあっていくことも必要だと思う。教員と
職員が車の両輪となって支えあわないと大学は動
いていかないと思う。
　　COF：COF では Teaching and Learning に
重点を置きながら、SDにも力を入れている。心
のケアや福利厚生に関するプログラムについては
FD・SD 両方に提供している。日本ではコンソー
シアムを通じた FDを行っているということだが、
SDを行う上でもコンソーシアムは非常に有効であ
ると思う。アメリカでは、オリエンテーション形式
ではなくトピックや問題に的を絞ったプログラムの
方が多い。（日本でも）そういう風に方法が進化し
ていけばよいと思う。事務職員の立ち位置は大学
の文化によっても異なるが、事務方の地位を高め、
お互いに尊重しあっていけるとよいのではないか。

４．まとめ
　日本における大学連携体の取組は、大学コンソー
シアム京都が嚆矢と言われ、現在においてもその活
動は常に先駆性・パイロット性を備えた大学連携モ
デルとなっている。また、いわて高等教育コンソーシ
アムは前身である岩手 5大学学長会議での活動を基
礎に戦略的連携支援事業を活用して「絆」をキーワー
ドとする大学コンソーシアム活動へと展開、また震災
を契機に「結い」の精神に基づく、新たな連携活動
を開始している。今回、大学コンソーシアム京都で
取り組んでいる「国際連携事業」における教職員交

流の結果として招聘したCOFには15 年以上に渡る
地域コンソーシアム活動の経験と新たに取り組みを
始められた連携 FD 活動の状況を披露いただけた。
これらの報告やフロアとのディスカッションを通じて、
設立の経緯や規模の違いはあるものの、多くの共通
点や大学連携活動の効果について確認することがで
きた。
　西浦氏の発表において、「大学コンソーシアムの活
動目的は教育の質の向上であり、その点でコンソー
シアム活動自体が広義の FDにつながる」との指摘
があった。筆者も同様に感じており、本日の分科会
を通してさらにその思いを強くした。有用性が確認さ
れた大学コンソーシアムという「結い」をさらによりよ
い活動に育てていくためにも、今後もそれぞれの地
域コンソーシアムでの経験をシェアしていく機会を持
つことが重要であろう。



わが国における大学コンソーシアムの概況
公益財団法人 大学コンソーシアム京都 専務理事・事務局長 西浦　　明
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ࡽࢀࡇ ࢃ࠶ࢆ࡞㧗➼ᑓ㛛Ꮫᰯࠊ▷ࠊ❧⚾ᅜබࠊࡣചୗࡢ⧊⤌࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥࡢ48

⣙ࠊ࡚ࡏ ⣙ࡣᩘ⏕Ꮫࡿࡍᅾ⡠ᶵ㛵ࡢࡽࢀࡇࠊࡾ࠾࡚ࡋ┕ຍࡀ㧗➼ᩍ⫱ᶵ㛵ࡢ800 211
ேࡢ86ࠊࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞⾜ᨻ⤌⧊ ࡢ92 NPOࡸᴗࡢ࡞ᶵ㛵ࠊࡀᏛࢯࣥࢥ

ࠋࡿ࠸࡚ࡋཧຍάື࣒ࢩ࣮

ᅜᏛ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥ༠㆟2004ࠊࡣᖺࡢ 11᭶ ᚋ㡰ㄪࡢࡑࠊࡋࢺ࣮ࢱࢫ࡛⧊⤌28

6ᖺ㛫࡛⣙ࠊ࡚ࡋࡸቑࢆᩘ┕ຍ 2ಸ㏆ࡃቑຍࡣࢀࡇࠋࡓࡋ㏆ᖺࡿࡼ┬⛉ᩥࡢᡓ␎ⓗ

Ꮫ㐃ᦠᨭ࠺࠸⿵ຓᴗࡀࡇࡿࡼࡃࡁᙳ㡪ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ᅜ࡛ࠊࡣᩘࡢࣇࢵࢱࢫࡿ࠸࡚ࡗࢃ᥋ᦠ┤ົࡢ⧊⤌࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥᏛࡢࡽࢀࡇ 268
ேࡕ࠺ࡢࡑࠋி㒔ࡣ 48ேࡿࢃ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥࠋᅜࡢົࠊࡕ࠺ࡢࣇࢵࢱࢫ⣙ 5ศ
ࡢ ࠋࡿ࡞ࡇ࠺࠸ဨ⫋ࡢி㒔ࡀ1

ᅜ ⾲ࠊࡣ⟭ᖺ㛫ணࡢ⧊⤌ࢯࣥࢥ48 㢠࡛⣙⥲ࡾ࠾ࡢ1 13൨࡛ࡕ࠺ࡢࡑࠋࡿ࠶Ꮫ

ࣉࢫࣃࣥࣕ࢟ࡢࡽி㒔ᕷࠊࡣࢀࡇ㸦ࠋࡿ࠶⣙㸲൨࡛ࡣ⟭ᖺ㛫ணࡢி㒔࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥ

㸧ࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡀ㐠Ⴀጤクᩱࡢࢨࣛ

ෆヂࢆぢ࡚ࠊࡿࡳཧຍᅋయࡢᴗ㐠Ⴀࡢࡵࡓࡢ㈈※࡛ࡿ࠶ຍ┕ᅋయࡢࡽ㈇ᢸ㔠㸦⥔

ᣢ㈝㸧ධ㸦ࡿࡺࢃ࠸㈝ධ㸧48ࠊࡣ⤌⧊య࡛⣙ 5൨ࡕ࠺ࠋி㒔ࡀ⣙ 1൨ 7༓

ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞

ி㒔ࡢሙྜࠊᖺ㛫ࡢ⥔ᣢ㈝ࡣᏛ⏕ᩘᛂࡓࡌഴᩳ㓄ศ࡛1994ࠊᖺᏛ⏕୍ேᙜࡾࡓ 200
ࡢᚩࢆ㛤ጞࡢࡑࠋࡓࡋᚋ1998ࠊᖺ 5001999ࠊᖺ 7002000ࠊᖺࡣ 1,000
⣙ࠊࡀ㈝ᅜᖹᆒ⥔ᣢࡢࡾࡓ㸦Ꮫ⏕୍ேᙜࠋࡿ࠸࡚ࡗ⮳ᅾ⌧࡚ࡋ 236࡛ࡇࡿ࠶

㸧ࡿ࡞ࡇࡿ࠸࡚ࡋᚩࢆ㈝ᣢ⥔࠸ᅜ୍࡛␒㧗ࡣሙྜࡢி㒔ࠊࡽ

ᖺ㛫ࡢᴗධࡣ 48⤌⧊య࡛ 8,000ࡕ࠺ࠋி㒔ࡀ⣙ 4,500࡛ࠋࡿ࠶

⾲ 1
ධ⥲㢠 1,291,962,692

ධෆヂ

ᐤ㝃㔠ධ 2,379,163
ཧຍᅋయ㈇ᢸ㔠ධ 497,023,733
ᴗධ 79,689,032
ጤクᴗ࣭ຓᡂ㔠ධ 359,088,136
⿵ຓ㔠ධ 148,142,410
ୖグእࡢධ �⧞㉺㔠ྵࡴ � 205,640,218

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㸦ᖹᡂ 22ᖺᗘỴ⟬ࡾࡼ㸧
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ࢥᅜࠊ࡚࠸ࡘᐇᴗࠖ㔜Ⅼㄢ㢟ࠕࡢ࡛࠼࠺ࡿࡵ㐍ࢆάື࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥࠊࡓࡲ

ࠊࢁࡇࡓࡋㄪᰝࢺ࣮ࢣࣥ⧊⤌┕ຍ࣒ࢩ࣮ࢯࣥ

㸯␒┠ࡢ㔜Ⅼㄢ㢟ࠕࡀ㈈ᨻࡢᏳᐃ㸦㈝ධ࡞㸧ࠖ

㸰␒┠ࠕࡀᆅᇦࡿࡅ࠾ㄆ▱ࠖ

㸱␒┠࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥࠕࡀົᒁࡢேဨࡢᐇࠖࠕຍ┕ᅋయࡢ༠ຊయไࡢᵓ⠏ࠖ

ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞

⥭ႚࡀᐇࠖࡢࣇࢵࢱࢫົᒁࠕࠖ※㈈ࡓࡋᏳᐃࠕࠊࡣάື࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥࠊࡾࡲࡘ

ࠋࡿศࡀࡇࡿ࠶ㄢ㢟࡛ࡢ

ᅇࡢㄪᰝ࡛ࠊࡣᅜࡢ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥᖹᆒࠊࡀົᒁဨᩘ࡛ࡣ ����ேࠊᖺ㛫ࡢ⥔ᣢ

㈝ධ࡛ࡣ 1,035ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞

ᆅᇦࡿࡅ࠾ㄆ▱ᗘࠊࡣ࡚࠸ࡘி㒔ࡢሙྜࡣᆅඖࡢ⾜ᨻ⤌⧊ࡸබඹ࣭බ┈ᅋయ➼ࡽ

ࠋࡿ࠸࡚ࡋᣦᶆࡢࡘ୍ࢆᑵ௵౫㢗ࡢᙺဨࡸጤဨࡢ

ࡸࠊࡀࡢࡶࡓࡗ࠶౫㢗࡛ࡢࡳࡢࡽ㸯ᅋయࠊࡣタ❧ᙜึࡢி㒔࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥ እࡢ52

㒊ᅋయࡽጤဨ➼ࡢᑵ௵౫㢗ࠊࡾࡣࡸࠋࡿ࠶ࡀᆅᇦ࡛ࡢㄆ▱ᗘࠊࡣࡢࡿࡆୖࢆᆅ㐨࡞άື

ࠋࡿࢀࢃᛮ࠸࡞ࡋࡡ㔜ࡳ✚ࡢ

ࠊࡣ࡚࠸ࡘᴗάື࡞ࡢ⧊⤌࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥ࡛࠸ࡘ

㸯␒┠ࠕࡀ༢ᴗࠖ

㸰␒┠ࠕࡀ⏕ᾭᏛ⩦ᴗࠖ

㸱␒┠ࠕࡀᏛ⏕ὶᴗࠖ

ࢀࡽࡆᣲࡀ࡞ᴗࣉࢵࢩ࣮ࣥࢱࣥࡸFD࣭SDᴗࠊ࡛࠸ḟࡽࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞

ࠋࡿ࠸࡚

ࠋࡿ࠸࡚ࡗᢸࡀி㒔࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥ㸦බ㈈㸧Ꮫࠊࡣົᒁࡢ༠㆟࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥᅜᏛࠉ*
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ᲬᲨܖٻǳȳǽȸǷǢȠʮᣃƷಒᙲƴƭƍƯ

Ꮫ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥி㒔ࡣ 1994ᖺ 3᭶ࠕி㒔࣭Ꮫྡ࠺࠸࣮ࠖࢱࣥࢭ⛠࡛Ⓨ㊊ࠊࡋ

ࡢᖺࡢࡑ 4᭶ࡽ༢ᴗࢆ㛤ጞ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥࡀࢀࡇࠋࡓࡋᴗࠋࡿ࡞ࢺ࣮ࢱࢫࡢ

༢ᴗྠࠊFDጤဨࠊࢀࢃ⾜ࡶࡆୖࡕ❧ࡢ⩣ᖺࡢ 1995ᖺࠕࡣ➨ 1ᅇ FD
FDࠖࠕࠊࡽ௦ࡓࡗ࡞ࡢࡳࡌ࡞ࡀゝⴥ࠺࠸FDࠖࠕࡔࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ㛤ദࢆ࣒࣮࢛ࠖࣛࣇ
ࢯࣥࢥᙜࠊࡣFDࠖࠕ༢ࠖࠕࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡿ࠶࡛ࡅࢃࡓࡁ࡛ࢇ⤌ࡾྲྀ᥎㐍άືࡢ

ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡅ࡙⨨ᇶᖿᴗࡿࡅ࠾࣒ࢩ࣮

1998ᖺ 3᭶ᩥࠊ㒊⮧ࡽ㈈ᅋἲேࡢㄆྍࡀୗࢆࡇࡓࡾᶵࠕᏛ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥி

㒔ࠖࢆ⛠ྡኚ᭦2002ࠋᖺࠕࡣࡽᏛ⫋ဨඹྠ◊ಟࠕࡓࡋࡵࡌࡣࢆ࣒ࠖࣛࢢࣟࣉSDࠖ
ᴗࠊࡋࢺ࣮ࢱࢫࡀ⌧ᅾ࡛ࡣ 5ᴗ㒊࡛ࠊ⣙ 2010ࠋࡿ࠸࡚ࡋᒎ㛤ࢆᴗࡿࡓࢃከᒱࡢ20
ᖺ 6᭶ࠊࡣෆ㛶ᗓࠕࡾࡼබ┈㈈ᅋἲேࠖࡢㄆྍࠊࡅཷࢆ⌧ᅾ50ࠊᏛ࣭▷ᮇᏛࡢຍ┕

ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆάືࠊࡶࡢ

Ჭܖٻ�ǳȳǽȸǷǢȠʮᣃǛૅƑǔʴႎเ

Ꮫ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥி㒔ࡢᴗົᦠࠊྛࡣࡢࡿ࠸࡚ࡗࢃ Ꮫࡢࡽฟྥ⫋ဨ࡛ࠋࡿ࠶

ฟྥᮇ㛫ࡣ 2㹼 3ᖺ࡛ࠊタ❧ᙜึࡢົᒁࠊࡣࣇࢵࢱࢫฟྥ⪅ 3ྡ㸦වົ㸯ྡࡴྵࢆ㸧

კク⫋ဨ ィࡢ1ྡ ࡽ10Ꮫࠊࡣᅾ⌧ࠊࡀࡓࡗ࠶4ྡ࡛ ி㒔ᕷࠊࡾ࠾ࡀ⪅ฟྥࡢ20ྡ

ฟྥ⫋ဨࡢࡽ ィࡢ2ྡ ࠸࡚ࡋ⏝ຓ㔠➼࡛㞠⿵ࡸᑓ㛛⫋ဨࡿ࠸࡚ࡋ⏝㈈ᅋ࡛㞠ࡢࡑࠊ22ྡ

࡚ࡏࢃ࠶ࡀဨ⫋ࡿ ࡚࠸ົᒁ࡛ാࡢி㒔࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥᏛࠊᮏᖺ㸱᭶⌧ᅾࠊࡾ࡞26ྡ

ࡣᩘ⥲ࡢဨ⫋ࡿ࠸ ி㒔ᕷᡤ࠺࠸ி㒔ࠖࢨࣛࣉࢫࣃࣥࣕ࢟ࠕࠊࡶ௨እࢀࡇ㸦ࠋࡿ࠶48ྡ࡛

᭷ࡢᘓ≀ࡢᣦᐃ⟶⌮⪅Ꮫ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥி㒔ࡀᣦᐃࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᣦᐃ⟶⌮㈝࡛㞠

60ே๓ࠊࡣி㒔࡛ࢨࣛࣉࢫࣃࣥࣕ࢟ࠊࡿࢀධࢆせဨࢺ࣮࣏ࢧ⌮⟶ࡢ࡞ཷࡿ࠸࡚ࡋ⏝

ᚋࡀാࡿ࠸࡚࠸㸧

⛣᥎ࡢ㈇ᢸ㸧ࡀே௳㈝㸦ฟྥඖࡢࡑ⪅ฟྥࠉە

⾲ �
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⣙ࠊࡢົ⫋ဨࡽࢀࡇࠊࡽࡉ ጤ✀ྛࡿࡍࡵࡌࡣࢆ㐠Ⴀጤဨࡀᩍဨࡢ230ྡ

ဨ࡚ࡋ࣮ࣂ࣓ࣥࡢཧ⏬ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ฟྥ⪅ࢆ୰ᚰࡿࡍᏛ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥி㒔࡛ࡣᴗࡢ⥅⥆ᛶࠊᘬࡂ⥅ࡁኚⱞປ

ኚࠎḟࡀ⪅ᢸᙜࠊࡋࡋࠋࡿ࠸࡚ࡋᐇࡵࡲࡇࢆົᒁ◊ಟࡵࡓ࠺⿵ࢆࢀࡑࠋࡿࡍ

ࠋࡿ࠶ࡶࡉⰋ࠺࠸ࡿࢀࡉ┤ぢᖖࡀᴗࠊ࡚ࡗࡼࡇࡿࢃ

᪂࠸ࡋᢸᙜ⪅ࠊࡀ๓௵⪅᭱ࡽప㝈ࡢᘬࠊࡅཷࢆࡂ⥅ࡁᢸᙜࡿࡍᴗࢆࡃ㐪࠺┠⥺࡛

ぢ┤࡚ࡋࡑࠋࡍᴗࡢᨵၿࠊᨵ㠉ࡢࢺࢵ࣓ࣜ࠺࠸࠺ࡑࠋ࠺⾜ࢆ᪉ࡀࠋ࠸ࡁ

ฟྥ⫋ဨ୍ேᙜࡢࡾࡓே௳㈝ࡣᖹᆒ 1,000ࠋࡿ࡞ࡇ࠺࠸ᖺ㈝ࡢ㈇ᢸ㢠⣙ 1
൨ 7,000㸩Ꮫ⏕⚍㈇ᢸ㔠ᖺ㢠 2,000ࠊฟྥ⪅ࡢᖺ㛫ே௳㈝ 2൨ 1,000ࢆ

ࠋࡿ࡞4൨ࠊࡣᖺ㛫⥲㢠ࡿࡍ㈇ᢸி㒔࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥࡀຍ┕Ꮫࠊࡿࡍ⟭ྜ

ဨᩘே௳㈝⥲㢠ࡢ⪅⏝�㈈ᅋ㞠ە

⾲ 3

ᲮᲨܭܤƠƨᝠؕႴƷನሰ

Ꮫ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥி㒔ࡀ⌧ᅾࠊᅜ࡛ࡤࡎࡶᢤࡓࡅつᶍࡿ࠸࡚ࡗ࡞せᅉࡋࡘ୍ࡢ

ࠋ࠸ࡁࡀⅬࡓࡅ⠏ࡃ᪩ࢆ┙㈈ᨻᇶࡢ⮬⊃ࠋࡿ࠶ࡀၥ㢟ࡢ㈈ᨻࡶၥ㢟ࡢ※ேⓗ㈨ࠊ࡚

㈈※ࡢࡶ࡛⧊⤌࡞ࢇࠊࡤࢀࡅ࡞ࡀࡅάⓎ࡞ᴗᒎ㛤ࡋ࠸࡞ࡁ࡛ࡀ⥅⥆ᛶࠋ࠸࡞ࡶ

㈈ᨻࡢᇶᮏࠊࡣࡢࡿ࠸࡚ࡗ࡞ຍ┕Ꮫࡢࡽ⥔ᣢ㈝ධ࡛ࠋࡿ࠶ᖺ㛫⥔ᣢ㈝ࠊࡣ

1,000�ᅾ⡠Ꮫ⏕ᩘࡢഴᩳ㓄ศࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ᮏᖺᗘࡢຍ┕ᏛࡢᏛ⏕ᩘࡀ 16 9,000
ே࡛ࠊ࡛ࡢࡿ࠶ᖺ㛫ࡢ㈝ධ࠸ࡓ࠸ࡔࡣ 1൨ 7,000ࡀࢀࡇࠋࡿ࡞ᴗάືࢆᨭࡿ࠼

㔜せ࡞㈈※ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ᴗධࠊࡣ࡚࠸ࡘᖺᗘ࠸ࡓ࠸ࡔࠊࡀࡿ࡞␗࡚ࡗࡼ 4,000
๓ᚋࡢᴗධ࡛ࠋࡿ࠶㈈ᅋࡢᇶᮏ㔠ࡣ㸯൨ࠊᖺ㛫ࡢண⟬つᶍࠊࡣయ࡛ 4൨⛬

ᗘࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞

//� �//"/#�9 �//�/#�9

��;>� ',$*(*$.'% &(

��;?� '*$--($.%+ &+

��<:� (,$.%.$&%) &)

��<;� )-$%&*$+)% &*

��<<� ).$*+%$'(* &)
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ᲯᲨѣਗໜƱƳǔǭȣȳȑǹȗȩǶʮᣃ

ḟࠊάືᣐⅬࠕࡿ࡞Ꮫࡕࡲࡢὶ࣮ࢱࣥࢭ ࡣி㒔ࠖࢨࣛࣉࢫࣃࣥࣕ࢟ࠕ⛠㏻ࠊࠖ 2000
ᖺி㒔ᕷ100ࠊࡀ൨ࡢண⟬ࢆᢞ࡚ࡌᘓタࡓࡋᘓ≀࡛ࠋࡿ࠶ᆅୖ㸴㝵ᆅୗ㸯㝵ࠊᘏᗋ㠃

✚ 11000ᖹ᪉࣓࣮ࡢࣝࢺᘓ≀࡛ி㒔㥐ࡄࡍࡢ㏆ࡢࡃኚ౽࡞❧ᆅࢫࣃࣥࣕ࢟ࠕࠋࡿ࠶

ࡇࡿࡵ㐍᭷ࢆᴗᒎ㛤ࠊ࡛ࡇࡓᚓࢆᣐⅬࡢάື࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥ࠺࠸ி㒔ࠖࢨࣛࣉ

ࠋࡓࡗ࡞⬟ྍࡀ

⌧ᅾྛᏛࡽᥦ౪ࡿ࠸࡚ࢀࡉ༢⛉┠ᩘࡀ 530వࡢࡕ࠺ࡢࡑࠋࡿ࠶ࡾ⣙ 20㸣࠶

⣙ࡿࡓ ᕷẸࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉி㒔࡛ᐇࢨࣛࣉࢫࣃ࡚ࣥࣕ࢟ࡋࠖ┠⛉ࢨࣛࣉࠕࡀ┠⛉90

ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㛤ㅮࡶᾭᏛ⩦ᴗ⏕ࡓࡋ㇟ᑐࢆ

ᖺ㛫ࡽி㒔ᕷࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞⪅⌮⟶ᣦᐃࡢ≀ᘓࡀி㒔࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥᏛࠉ 1൨ 7,000
ࡢᘓ≀⟶⌮ࡢᴗົጤクࡣࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࡅཷࢆ㢠࡚ࡋ㈝⌮⟶ࠊࠋࡿࢀࢃᖺ㛫ࡢ᮶

ሙ⪅ᩘࡣ 45ேࠊ㸯᪥ᖹᆒ 1,500ே⛬ᗘࡢᏛ⏕ࡸᕷẸࡀ⏝ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ᲰᲨʮᣃƸŴžܖٻƷǇƪſžܖဃƷǇƪſ

⌧ᅾࠊᏛ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥி㒔ຍ┕ࡿࡍ 50Ꮫ࣭▷ᮇᏛࡕ࠺ࡢ 37Ꮫࡀ 1㎶ 10ᩘ
ி㒔ᕷẸࠊࡾ࠾࡚ࡋ㞟୰ி㒔ᕷᇦࡢࣟ࢟ 147ேࡢ⣙ 1ࡀᏛ⏕࡛ࠋࡿ࠶ຍ┕Ꮫࠊࡣ

ࠋࡿ࠸࡚ࡵ㐍ࢆᏛ㐃ᦠࠖࠕࠊࡽࡀ࡞ࡾ๐ࢆࡂࡢࡋ୰࡛ࡢᆅ┅࠸⊂࠸࠾

㐃࡞ࡸ⦅ࠕࡢࡇࠋࡿ࠶㐃ᦠ࡛ࠖ࡞ࡸ⦅ࠕࡣάື⌮ᛕࡢி㒔࣒ࠖࢩ࣮ࢯࣥࢥᏛࠕ

ᦠࠖࠋࡢ࡞ࡢࡶ࠺࠸࠺ࡣ

ࠋࡓࡗ࡞ࡋࢆࡇ࡞࠺ࡼ࠺࠸ࠊࡿࡍࡵࡽࡀࡌࢇࡀࡶࡶఱ࡚ࡗࡼ⛬つࠊࡎࡲ

ࡁ࡚ࡋᑐᛂ࡚࠼ࡲ㋃ࢆἣ≦ࡢಶูᏛࠊࡸᐇࡢᏛࠊࡶ࡚ࡗࡓ࠶ᚩࡢ㈝ᣢ⥔ࡤ࠼

ࡢࡇࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡅࢃࡿ࠸࡚ࢀࡉ⏬Ṍㄪ࡛ཧࡢ୍ྠࡀᏛࡢ࡚ࠊࡶ࡚࠸࠾ᴗάືࠋࡓ

࡞ࡸ⦅ࠕࠊࡐ࡞ࡣ࡛ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄ࡔせᅉࡓ࠸ᑟᡂຌࢆᴗࠊࡀࡑࡇ㐃ᦠࠖ࡞ࡸ⦅ࠕ

㐃ᦠࠖࠋࡓࡗ࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ

ᕪࡢつᶍࠕࠊᕪ࡞ࡁࡢࡘ୕ࡣࢀࡑ ᕪࡢᆅᇦࠕࠊࠖ ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡼᕪࠖࡢᛶ≉ࠕࠊࠖ

Ꮫ⏕ᩘࡀᏛ࡛ ࠊ᭱ࡤࢀ࠶ࡶᰯࢫ࣐ࣔࣥࡿ࠼㉸ࢆ33,000ྡ ⣙ࡣᮇᏛ▷࠸࡞ᑡࡶ ࠋ100ྡ

ࡀົ⫋ဨࡓࡲ 1,000ྡ௨ୖࡿ࠸ᅜ❧Ꮫࠊࡤࢀ࠶ࡶつᶍࡢᑠ࡞ࡉຍ┕ᰯ࡛ࠊࡣ༑ᩘྡ

㞟ி㒔ᕷᇦࡣࡃከࡢຍ┕Ꮫࡓࡲࠋࡿ࠶ࡀᕪࠖࡢつᶍࠕࡢࡅࡔࢀࡑࠋࡿ࠶ࡶࢁࡇ࠺࠸

୰ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋி㒔ᗓࡢ㒊ᆅᇦࡶᏛࡀⅬᅾࠕࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋᆅᇦࡢᕪࠖࡶࠋ࠸ࡁ

つࡣ࠸ࡿ࠶ࠋࡿ࠶ࡶᏛࡢᩍ⣔᐀ࠊࡤࢀ࠶ࡶᏛࡢⱁ⾡⣔ࠊࡣ࡚ࡋᕪࠖࡢᛶ≉ࠕࡽࡉ

ᶍࡢᑠຍ࡞ࢁ࠸ࢁ࠸ࠊ࡚࠼Ꮫ㒊ࠊᏛ⛉࡚ࡋࡑࠋࡿ࠶ࡀᅜ࣭බ࣭⚾❧ࡢᕪࡸᅄᖺไ▷

ᮇᏛ࠺࠸࡞ࡁ㐪ࡢࡽࢀࡇࠋࡿ࠶ࡶ࠸ᕪ࠺࠸࠺ࢆᙧ࡛ᇙࠊ࡚ࡵᴗᒎ㛤ࡣࡿࡍ

ኚ㞴ࡢࡇࠊࡋࡋࠋ࠸ࡋ㐪ࡸ࠸ᕪࠊࡀࡇࡿ࠶ࡀぢ᪉ࡣ࡚ࡗࡼᆅᇦຊࡢᙉ࡚ࡗ࡞ࡳ

ࠋࡿ࠼ゝࡶࡿ࠸
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ࣥࢽH࣮ࣛࠊࡀࡢࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾどⅬ࡛㏆ᖺྲྀ࠺࠸ࡿࡵᇙࢆᕪࠖࠕࡢࢀࡒࢀࡑࡓ㏙ඛࠉ

㐃ᦠᥦ౪ࡢ┠⛉༢ࡿࡼ࣒ࢸࢫࢩࢢ )' ࠋࡿ࠶άື࡛ࡿࡍ㛵ᅜ㝿᥎㐍ࡧࡼ࠾

ࡴ⤌ࡾྲྀࡀி㒔࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥᏛࠉە e࣮ࣛࢢࣥࢽ

2008ᖺᗘ㸦ᖹᡂࠊࡣி㒔࡛࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥᏛࠉ 20ᖺᗘ㸧ᡓ␎ⓗᏛ㐃ᦠᨭᴗ㸦ᩥ

㒊⛉Ꮫ┬㸧᥇ᢥࠕࡓࢀࡉe࣮ࣛࡢ࣒ࢸࢫࢩࢢࣥࢽඹ᭷ඹ⏝క࠺ᩍ㣴ᩍ⫱ࡢᏛ㛫㐃ᦠ

ࡢඹ㏻ࠊࡾࡼ㐍ࠖಁࡢຠ⋡ e࣮ࣛࡿࡼ࣒ࢸࢫࢩࢢࣥࢽ VODࡸ㐲㝸ㅮ⩏ࡧࡼ࠾ᑐ㠃

ᤵᴗࡢ࡛ࢻࢵࢹࣥࣞࣈࡢ༢⛉┠ࡢᥦ౪ࢆ㛤ጞࡿ࠸࡚ࡋ

ࡿࢀࢃᛮ࠺ࢁ࠶࡛ࡔࢇ⤌ࡾྲྀ࡚ࡵึࠊࡢឤࡿࡍᑐᤵᴗ⮬యࠊࡣࡽࢀࡇ e࣮ࣛࢽ

ᕥࡶࡃᝏࡶࡃⰋࡀ᪉ࡁ㌟ࡢ㆑▱ࡾࡼ᪉ࡳ⤌ࡾྲྀࡢࡽ⮬ࠊࡸឤ࡞⣧⢋ࡿࡍᑐࢢࣥ

ࢶ࣭ࢫ࢙ࣇࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊࢇࢁࡕࡶࠋࡿࢀࢃᛮࡔኌ࠺࠸ࡓࡋᐇឤࢆ࠺࠸ࡿࢀࡉྑ

࣮ࢱ࣓ࣥࠊࡣ࡚ࡋㄢ㢟ࠋࡿ࠶ࡶࢺࢵ࣓ࣜࢹࡢࠎㅖࡸㄢ㢟ࠊ࡚ẚᤵᴗࡢࢫ࢙ࣇ࣭࣮

ࡳ⤌ࡿࡍせồࢆ⩦Ꮫ࡞యⓗࡢ⏕Ꮫࠊࡳ⤌ࡾྲྀࡢ✀ྛࡢⅭࡿࡍᢸಖࢆ㉁ࡢᤵᴗࡸ⏝᥇ࡢ

ࠋࡿࢀࡽࡆ࠶ࡀ࡞タᐃࡢ

⾲ ⦼⏝ᐇࡢࢢࣥࢽe࣮ࣛࠉ5

⏝ᖺᗘ ࣜࢦࢸ࢝┠⛉ ⛉┠ᩘ ཷㅮ⏕ᩘ ྜ᱁⪅ᩘ ഛ⪃

ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘ VOD 10 165 96 㸵Ꮫ࣭㸯▷ᮇᏛࡽᥦ౪

㐲㝸ㅮ⩏ 3 24 15 㸰Ꮫࡢᥦ౪

ࢻࢵࢹࣥࣞࣈ 㸫 㸫 㸫

㸦ྜィ㸧 13 189 111
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘ VOD 12 458 㸫 㸵Ꮫ࣭㸯▷ᮇᏛࡢᥦ౪

㐲㝸ㅮ⩏ 1 4 㸫 㸯Ꮫࡢᥦ౪

ࢻࢵࢹࣥࣞࣈ 1 59 㸫 㸯▷ᮇᏛࡢᥦ౪

㸦ྜィ㸧 14 521 㸫

ͤᖹᡂ 22ᖺᗘࠊࡣᏛ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥຍ┕ࡢ 10Ꮫ࣭▷ᮇᏛ㛤ㅮ

ᖹᡂࠉ 23ᖺᗘࠊࡣᏛ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥຍ┕ᰯ㸦49Ꮫ࣭▷ᮇᏛ㸧㛤ㅮࠋ

㸺ᐇࡿ࠸࡚ࡋ㹣࣮ࣛࢺ࣮ࢣࣥࡢ┠⛉ࢢࣥࢽᐤࡓࢀࡽࡏᒚಟᏛ⏕ࡢࡽኌ㸼

࣭ከࡢࡃලయࢆࡢ࡚࠼ㄝ࣭᫂ゎㄝࡃࡍࡸࡋࢪ࣮࣓࡛ࡢࡓࡗࡔᤵᴗࡢ⌮ゎᗘࠋࡓࡗࡀ࡞ࡘ

ࠋࡓࡗࡼࡀᙧ࠺࠸ࡿࢀࡃ࡚࠼ᛂࢀࡑࡓࡲࠊࡵ㎸ࡁ᭩ࢆ㉁ၥࡶ࡛ࡘ࠸࣭

࣭ఱᗘࡶᤵᴗࢆぢ㏉ࡵࡓࡿࡁ࡛ࡀࡇࡍᤵᴗෆᐜࡢ⩦ࠋࡓࡁ࡛ࡀ

࣭ᛮࡓࡗ௨ୖࢺࣥࢱࢫࣥࢥᤵᴗࡣࡢࡿࡅཷࢆ㞴࠸ࡋឤࠋࡓࡋࡲࡌ㸦ዲ࡞ࡁࡽࡿࡁ࡛ᚋ

㸧ࡽࡓࡗ࡞࡚ࡗ࣮ࡸ࠸࠸࡛

࣭ᤵᴗࢁ࠸ࢁ࠸࡚ࡋࢡࣥࣜᏛࠋࡍ࡛ࡓࡗࡼࡃࡈࡍࡀࡢࡓ
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⾲ ���ไᗘ✀ูẖࡢᏛ⏕⏝ᐇ⦼

⏝ᖺᗘ ไᗘ✀ูྡ ཷㅮ⏕ᩘ

ᖹᡂ 22ᖺᗘ ༢⏕ 189
ிࢪࢵࣞ࢝⏕ 0
㸦ྜィ㸧 189

ᖹᡂ 23ᖺᗘ ༢⏕ 510
ிࢪࢵࣞ࢝⏕ 11
㸦ྜィ㸧 521

ࠉ

ࢆ㛫ሙᡤࡓࡌ㏻ࢆࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࡾࡼ2011ᖺᗘࠊࡣ㸧࡛ࢪࢵࣞ࢝ᾭᏛ⩦ᴗ㸦ி⏕ࠉ

㑅ࡀࡇ࠸࡞ࡤ≉ᚩ࡛ࡿ࠶ VOD㸦ࢻ࣐ࣥࢹࣥ࢜࢜ࢹࣅ㸧ࡢᤵᴗࢆ㛤タཷࠋࡓࡋㅮ⏕ࡣ 60
௦௨ୖࡢ♫ே㸦⫈ㅮ⏕㸧ࡶぢཷࠊࢀࡽࡅᖜᗈ࠸ᒙ㛵ᚰࢫࢩࡢࡇࠋࡿࢃࡀࡇࡿ࠶ࡀ

ࠋ࠺ࢁࡔ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࢀࡽࡌឤ㌟㏆ࡾࡼࡀ⩏ㅮࡢᏛࡾࡼ࣒ࢸ

ᚋࣉࢵࣜࣕ࢟ࠊࡣㅮᗙ࠺ࡼࡢ㈨᱁ࠊㄒᏛࢆࡢࡶࡓࡗ࠸ᥦ౪࡛ࠊࡤࢀࡁከࡢࡃ

♫ேᏛ⏕ࡢせᮃࡿ࠸࡚࠼⪄ࡿࢀࡽ࠼ࡓࡇࡶ

⏝άࡢ࣒ࢸࢫࢩ⩏㐲㝸ㅮە

༢⛉┠ࡿࡅ࠾㐲㝸ㅮ⩏2011ࠊࡣ࡚࠸ࡘᖺᗘ ࠋࡓࢀࡉᥦ౪ࡀ┠⛉1

㸹ࡃ࡞ࡶ࡛ࡲ࠺ゝࠊࡣࢺࢵ࣓ࣜࡢ࣒ࢸࢫࢩ⩏㐲㝸ㅮࠉ

ձࠉᫎീࡿࡼ᪉㏻ಙࠊࡾࡼ㐲㝸ᆅࡿ࠶Ꮫࡢ㨩ຊࡿ࠶ᤵᴗࢆᩍᐊ࡛ཷㅮ࡛ࠋࡿࡁ

ղࠉ㏻ಙᶵჾࠊ࡚࠸⏝ࢆ㉁ၥ࠺⾜࣒ࢱࣝࣜࡶࠊࡁ࡛ࡀᬑ㏻ࡢᤵᴗឤぬ࡛ཷㅮ࡛

ࠋࡿࡁ

ճࠉᅜෆࡃ࡞࡛ࡅࡔᾏእࡶ᥋⥆ࠊࡁ࡛ࡀୡ⏺୰᭱ࡢ㧗ࡢᤵᴗ➼ࡃ⪺ࢆࡀฟ᮶ࠋࡿ

࡞ࡕࠋࡿࢀࡽࡆ࠶ࡀⅬࡿࢀࡉไ㝈ࡀ୰⥅ඛᩘࠊࡣ࡚ࡋࢺࢵ࣓ࣜࢹ᪉୍࡛ࠋࡿ࠶࡛࡞

᭱ࡣ࡛࣒ࢸࢫࢩࡢி㒔࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥᏛࡳ 10ᣐⅬࡢ᥋⥆࡞ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞⬟ྍࡀ

࡚ࡋ᪉ἲ࡞⬟ྍ⫈どࡀ≉ᐃከᩘࠊ࠾ Ustreamࡶᬑཬࢀࡇࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ㐲㝸ㅮ⩏ࢫࢩ

ࠊࡃ࡞ࡣ≉ᐃከᩘ࡛ࠊࡓࡲࠋࡿ࠶Ⅼ࡛࠺࠸⬟ྍࡀ⟆㉁ᛂࡢ᪉ྥ࡛ࠊࡣ࠸㐪ࡢ࣒ࢸ

⯆ࡿ࠶ࡢ㝈ࡓࢀࡽ᪉ࠎ㓄ಙ࠺࠸࠸ࡓࡋሙྜࠊࡣ㐲㝸ㅮ⩏ࡀ࣒ࢸࢫࢩ㠀ᖖ᭷ຠ࡛࠶

ࠋࡿ

2012ᖺᗘࢆ࣒ࢸࢫࢩࡢࡇࠊࡣ⏝ࡢ࡚ࡋ㛤ㅮ⛉┠ࡓࡲࠊࡽࡇ࠸࡞ࡀ㐪ࡓࡗどⅬࡽ

ࠋࡿ࠸࡚ࡵጞࢆウ᳨࡚࠸ࡘά⏝᪉ἲࡢ

ࡿࢀࡉദࡀᰯ┕ຍࡧࡽ࡞࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥྛࡢ┕༠㆟ຍ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥᅜࡣࡎࡲ

ㅮ₇࣭ࠊ࡚࠸ࡘ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㐲㝸ㅮ⩏ࢆ࣒ࢸࢫࢩ⏝࡚ࡋ᥋⥆࣭ཷಙࡁࡔࡓ࠸࡚ࡏࡉ

ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆഛ‽ࡢࡑࠊࡾ࠾࡚࠼⪄࠸ࡓ

ࡗ࠸࠸࡞ࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ㐲᪉࡛ཧຍࡶ࡚ࡗ࠶ㅮ₇࡛ࡿ࠶ࡢ⯆ࠊࡿࡍ⌧ᐇࡀࢀࡇ

ࠊࡾࡼࡇࡿࡍி㒔㸧࡛᥋⥆࣭ཷಙ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥி㒔㸦Ꮫࢨࣛࣉࢫࣃࣥࣕ࢟ࠊሙྜࡓ
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ࡢᕞࠊᮾࡣᚋࠋࡿ࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡃࡔࡓ࠸ᚓ࡚ࢆᶵࡢཧຍ᪉ࡢࡃከࡾࡼ

ㅮ₇࡛ࡶ࡚ࡗ࠶㛵す㏆┴ࡢ᪉ࡣࠎி㒔ሙ࡛ཷㅮࡀࢫ࣮ࢣ࡞࠺ࡼࡃࡔࡓ࠸࡚ࡋᐃ࡛ࡁ

ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄ࡿ࡞ࡇࡿࢀࡉウ᳨ᐦࡾࡼࡶᗈሗ༠ຊࡢ┦࠸కࢀࡇࠋࡿ

㐲ࢆᤵᴗࡿ࠶ࡢⰍ≉࡛࣮ࣝ࢝ࣟࠊᚋࠊࡵᙉࢆ㐃ᦠࡢ㛫࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥྛࠊࡀࡇࡢࡇ

㝸ㅮ⩏ࢆ࣒ࢸࢫࢩ㏻࡚ࡌᅜ┦㓄ಙ࣭ཷಙ࡚ࡗࡼࡇࡿࡍ༢ᤵᴗྍࡢ⬟ᛶ

ࡍㅮཷࢆᤵᴗࡢᾏእ࡚ࡋ⏝ࢆ࣒ࢸࢫࢩ⩏㐲㝸ㅮࡣᑗ᮶ⓗࠋࡿࡁᮇᚅ࡛ࡀࡇࡿࡀᗈࡀ

ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄ࡣ࡛ࡢࡿ࡞⬟ྍࡶࡇࡿ

ᆅඖタඛ⏕᪉࡞ᆅᇦ࡛ⴭྡྛࠊࡣ࡚࠸࠾㸧ࢪࢵࣞ࢝ᾭᏛ⩦ᴗ㸦ி⏕ࠊࡢࡑ

࡛ㅮ₇࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥྛࠊࡁࡔࡓ࠸࡚ࡋࢆඹྠ࡛ㅮ⩏ࢆタᐃ࡛ࠊ࡞࠺ࡼࡿࡁᣢࡕᅇࡾᤵ

ᴗࠋ࠺ࢁࡔࡿࢀࡽ࠼⪄ࡶࡇ࠺⾜ࢆ

㐃ᦠࡴ⤌ࡾྲྀࡀி㒔࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥᏛە FD
ࡃࡌྠࠉ 2008ᖺᗘ㸦ᖹᡂ 20ᖺᗘ㸧ᡓ␎ⓗᏛ㐃ᦠᨭᴗ㸦ᩥ㒊⛉Ꮫ┬㸧᥇ᢥࡓࢀࡉ

ࡿࡼᆅᇦෆᏛ㐃ᦠࠕ FDࡢໟᣓ◊✲ඹ㏻࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨ࣭⤌⧊ⓗ㐠⏝ࡢ࣒ࢸࢫࢩ☜

ࡿࡅ࠾ி㒔ᆅᇦࡿࢀࡉ⾲௦࣒࣮࢛ࣛࣇFDࠊࡣ࡛ࠖ❧ FDάື࡛✚ࡓࡁ࡚ࡋ◊✲ᡂᯝ

ࡿࡍᑐຍ┕Ꮫࠊࡽࡀ࡞ࡋ⏝άࢆ⬦ேࡸ FDάືࢇࡅࡢᘬࡵࡁࡸ⣽ࢆࢺ࣮࣏ࢧ࡞ࡸ┠ᣦ

ࡿࡍ⬟ᶵ࡚ࡋࢫ࣮ࢯඹ㏻ࣜࡢᰯ┕ຍࠋࡿ࠸࡚ࡋᒎ㛤ࢆ⤌ྲྀࡓࡋ FDᢸᙜࡢᑓ㛛◊✲ဨ࣭ࢫ

⏬࣭㐠Ⴀࡢಟ◊ྠྜࡢ㝵ᒙูࡢ࡞Ꮫᇳ⾜㒊ࠊ⪅FDᢸᙜࠊ᪂௵ᩍဨࠊࡋ⨨㓄ࢆࣇࢵࢱ

ࠋࡿ࠶ᴗົ࡛ࢢࣥࢸࣝࢧࣥࢥࡢ࡞⤂ࡢㅮᖌࡸ⏬ࡢಟ◊ࠊసᡂࡢࢡࢵࣈࢻࣥࣁFDࡸ

༢⊂࡛ࡣᑓᚑ࠸࡞ࡅ⨨ࢆࣇࢵࢱࢫ୰ᑠつᶍᏛࠊ࡚ࡗᏛෆ࡛ࡢ FDάືࢆ⿵ࡿࡍᙺ

ࠋࡿ࠼ゝάືࡓࡋ⏕ࢆࢺࢵ࣓࣮ࣜࣝࢣࢫࡢάື࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥࠊࡾ࠾࡚ࡋࡓᯝࢆ

ᅜ㝿ࡴ⤌ࡾྲྀࡀி㒔࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥᏛە

2009ᖺᗘ㸦ᖹᡂࠉ 21ᖺᗘ㸧ᡓ␎ⓗᏛ㐃ᦠᨭᴗ㸦ᩥ㒊⛉Ꮫ┬㸧᥇ᢥࠕࡓࢀࡉከ㠃

ⓗ࡞ᅜ㝿ὶࡢᐇ㧗➼ᩍ⫱ࡢ㉁ྥୖࡓࡅྥᅜ㝿㐃ᦠ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨ࡛ࠖࡢ⾜⌧ࠊࡣ

ಶูᏛ㛫ࡢ␃Ꮫ༠ᐃไᗘࠊࢆ」ᩘᏛᑐ」ᩘᏛ㛫ࡿࡅ࠾༠ᐃᣑࠊࡋᩍဨࡸ

⫋ဨࡢ◊ಟ࣭ὶ➼ࡔࢇྵࢆᗈ⠊ᅖ࡞ὶ㐃ᦠෆᐜᐇࠊࡾࡼࡇࡿࡍி㒔ᆅᇦࡢ㧗

➼ᩍ⫱ࡢᅜ㝿➇தຊࡸୖྥࡢᩍ⫱ࡢ㉁ࡢಖドࢆୖྥ┠ᣦࠋࡿ࠸࡚ࡋ⌧ᅾࡣி㒔ᕷ࣮࢜ࡸ

Ꮫᩘ「ࡢᕞࣜࢺࢡࣦ࣭ࣜࣛࢺࢫ࣮࢜ࠊࡽࡀ࡞ᚓࢆ༠ຊࡢ➼㤋ࣜࣛࢺࢫ

ࠊࡧ⤖ࢆ༠ᐃࡢ㛫࡛⧊⤌࢙࢙࢘ࣥࣇ࣭ࣈ࣭࣒࢜ࢩ࣮ࢯࣥࢥࡢࣥࢺࢫ࣎ᅜ⾗ྜ࣓࢝ࣜ

ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⌧ᐇࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉࡢᩍ⫋ဨὶ࡞ࡲࡊࡲࡉ

ࠊி㒔ᕷࡾࡼࡅࡧࡢி㒔ᕷࠊⓗ┠ࢆ⮴Ꮫ⏕ㄏ␃ࡿ࡞᭦ࡢᏛࡢி㒔ࠊࡢࡑࠉ

Ꮫ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥி㒔ࠊཧຍ 7Ꮫࡿࡼ୰ᅜ࣭ୖᾏ࡛ࠕࡢி㒔ࡢᏛ⤂࣮ࠖࢼ࣑ࢭ

ࢆ 2ᖺ㐃⥆࡛ඹྠ࡛ᐇࠋࡿ࠸࡚ࡋᖺᗘࡣᖺࡢ⣙ 2ಸࡢ᮶ሙ⪅ࠊ࠼ᩘࢆ᮶ሙ⪅୍ࡽ

ᐃࡢホ౯ࢆᚓ࡚ࠊࡽࡇࡿ࠸᮶ᖺᗘࡶ࡚࠸ࡘᐇࢆணᐃࠋࡿ࠸࡚ࡋ
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ᲲᲨʙಅႸႎƸܖဃƷܖ፼ؾǛΪܱƞƤǔƜƱ

ų

᭱ᚋᚋࡢၥ㢟Ⅼࡣ࡚ࡋ௨ୗ࡞࠺ࡼࡢⅬࠋࡿࢀࡽࡆ࠶ࡀ

࣭⥔ᣢ㈝ධࡢῶᑡ㸦Ꮫ⏕ᩘࡢῶᑡ㸧

࣭ᴗධࡢῶᑡ㸦ཧຍ⪅ࡢῶᑡ㸧

࣭ጤクᴗධࡢῶᑡ㸦ཷධࡢᩘ௳ࢀῶᑡ㸧

࣭ฟྥ⫋ဨᩘࡢῶᑡ

࣭ᴗࡢ㑅ᢥ㞟୰

࣭⿵ຓ㔠ᴗ⤊ᚋࡢᴗᒎ㛤

ࠉ

ୖྥࡢ㉁ࠕࢻ࣮࣮࣡࢟ࡢάື࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥࡢࡽࢀࡇࡓ࠼ࡲ㋃ࢆࡽࢀࡇࠉ ᆅᇦᛶࠕࠖ ᅜࠕࠖ

㝿ᛶ ࡼࡓ๓㡯࡛㏙ࡣࢻ࣮࣮࣡࢟ࡢࡘ୕ࡢ๓ࡕ࠺ࡢࡇࠋࡃ࠾࡚ࡋ♧ᥦࢆಶᛶࠖࡢᏛࠕࠖ

୰ᚰࡀி㒔࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥᏛࢆάືࡿࢀࡉᚩ㇟ࡽࢀࡇࠊࡾ࠾࡚ࡵጞࢆ⤌ᙧ࡛ྲྀ࡞࠺

ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡵࡲ࡚ࡗ࡞

ࡔࡓࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡁࡍಶูᏛ࡛ពᕤኵࡑࡇࢀࡑࠊࡣಶᛶࠖࡢᏛࠕࡢࡘ୍࠺ࡶࠉ

ಶࡀᏛྛࠊ࡚ࡗࡼࡇࡿࢀࡉ⿵⤌ྲྀࡢ⮬⊃Ꮫྛࡏࡉ㐃ᦠࡃࡲ࠺ࢆࡘ୕ࡢ๓ࠊࡋ

ᛶࡴ⤌ࡾྲྀవຊࠋࡿ࠶࡛ࡎࡣࡿࡀ࡞ࡘࡇࡍࡔࡳ⏘ࢆᏛ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥி㒔ࠊࡣ

⤒Ⴀ⎔ቃࡀཝࡓࡗ࡞ࡃࡋἲேࡁ⏕ࡢṧࢆ⟇ࡾ᥈ࡿᏑᅾ࡛ࡢ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥࠋ࠸࡞ࡣάືࠊࡣ

ி㒔࡛ᏛࡪᏛ⏕ᑐࢫࣅ࣮ࢧࡿࡍෆᐜࢩ࣮ࢯࣥࢥࡀࡑࡇࢀࡑࠊࡇ࠺࠸ࡃ࠸࡚ࡋࡃ⃰ࢆ

ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄ࡔ⩏Ꮡᅾព࡞ࡶ᭱ࡢάື࣒

㧗ࢆ㊊ᗘ‶ࡿࡍᑐᏛ⏕άࡢ⏕Ꮫࠊቃ⎔࠸ࡍࡸࡋຮᙉࡢ⏕Ꮫࡶ࡛ࡲࡃ࠶ࠊࡣⓗ┠ࡢࡑ

ࡢ⩏ᗈࡣࢀࡇࠋࡿ࠶࡛ࡇ࠺࠸ࡃ࠸࡚ࡏࡉᐇࡾࡼࢆάືࡢࡵࡓࡿࡵ FDάືࡶࡔゝ࠼

ࠋࡿ

Ꮫ⏕ࡢᏛ⩦⎔ቃࢆᐇࠊ࡚ࡗࡼࡇࡿࡍ㧗➼ᩍ⫱ࡿࡅ࠾ி㒔࠺࠸ࢻࣥࣛࣈᆅᇦຊ

ࣥࢥᏛࡢி㒔ࠋࡿࡀ࡞ࡘୖྥࡢ㨩ຊࡢࢀࡒࢀࡑᏛྛࡣୖྥࡢᆅᇦຊࠋࡿࡍୖྥࡀ

ᬒ⫼ࡓࡁ࡚ࢀࡉ㐠Ⴀࡃ࡞ࡇࡿࢃኚ࡛ࡲᅾ⌧࡚ࡗࡼ㐃ᦠࠖ࡞ࡸ⦅ࠕࡀάື࣒ࢩ࣮ࢯ

ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡓࡗ࠶ࡀ᪉࠼⪄࡞࠺ࡼࡢࡇࠊࡣ

୍᪉࡛ࠊつᶍᏛ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥࡣάືࢆᨭࡿ࠼ഃᅇࠊࡾつᶍࡢᑠࡣ࠸ࡿ࠶ࠊ࡞ࡉ

㊊⭜ࡢᙅ࠸Ꮫ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥࡣάືࡃࡲ࠺ࢆ⏝࠼⪄࠺࠸࠺ࡑࠋ࠺ࡽࡶ࡚ࡋ᪉ࡀຍ┕

ᰯ㛫࡛ࡢඹ㏻ㄆ㆑ࡓࡋ࠺ࡇࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ඹ㏻ㄆ㆑ࢆ㔊ᡂࡢࡇࠊࡑࡇࡽࡓࡁ࡚ࡋ 18ᖺ㛫

ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠶ࡀⓎᒎ⥆⥅ࡢ

ࠉ
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いわて高等教育コンソーシアムの現状と展望
～復興に向けて高等教育機関がなすべきことは何か～

いわて高等教育コンソーシアムFD・SD 連携推進委員会委員長 岩手医科大学 教授 佐藤　洋一

࠙⤂㸦ࢯࣥࢥタ❧⤒⦋ࠚ㸧

ᅄᅜ㸲┴༉ᩛࡿࡍᗈࢆࡉᣢࡘᒾᡭ┴ࡣపᡤᚓࠊపᏛຊࠊప㐍Ꮫ⋡ࠊప㞠⏝ࡢ �㔜ⱞࢆᢪ࠸࡚࠼

ࡇࠊࡣᒸᏛ㸧┒ࠊᐩኈᏛࠊᒾᡭ་⛉Ꮫࠊᒾᡭ┴❧ᏛࠊᏛ㸦ᒾᡭᏛࡿ࠶ᆅࡢࡇࠋࡿ

㛵ಀࡿࡁ࡛⿵┦ࠊࡃ࡞ࡀᏛ㒊ࡿࡍ「Ꮫ㔜ࠋࡿ࠸࡚ࡗ㈇ࢆ㈐ົࡁࡍゎᾘࢆࡳࡋⱞࡢ

����ᖺࠊࡀࡓࡁ࡚ࡋ⏝㐠ࢆไᗘࡢ࡞༢ࠊ࡚ࡋᏛᏛ㛗㆟࡚ࢃ࠸ࡽ����ᖺࠋࡿ࠶

࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥ⫱㧗➼ᩍ࡚ࢃ࠸ዎᶵࢆࡇࡓࢀࡉ᥇ᢥ㒊⛉Ꮫ┬ᡓ␎ⓗᏛ㐃ᦠᨭᴗᩥࡽ

ࢱࢫࢆ ࠋࡓࡋࢺ࣮

ᨭᴗࡓ࠸࡚ࡅཷࢆᖹᡂ �� 㹼 �� ᖺᗘࡣ⣽ศࡓࡋ �� ᴗࠋࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆᮏ࡛࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ
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A Case Study of Faculty Development through Consortium Activity in the US: 
The Teaching and Learning Collaborative of the Colleges of the Fenway

Associate Provost for Academic Affairs, MCPHS, Colleges of the Fenway Lily S. Hsu,Ed.D.
Director, Teaching and Learning Collaborative (TLC), Colleges of the Fenway Suzanne H. Pasch,Ph.D.

In 2010, the six Colleges of the Fenway�ůŽĐĂƚĞĚ�ŝŶ��ŽƐƚŽŶ͕�DĂƐƐĂĐŚƵƐĞƩƐ͕�h^�
ĞǆƉĂŶĚĞĚ�ƚŚĞ�ƉƌŽŐƌĂŵƐ�ŽĨ�ƚŚĞŝƌ�ĮŌĞĞŶ�ǇĞĂƌ�ƉĂƌƚŶĞƌƐŚŝƉ�ƚŽ�ŝŶƚƌŽĚƵĐĞ�Ă�ĐŽůůĂďŽƌĂƟǀĞ
ĨĂĐƵůƚǇ�ĚĞǀĞůŽƉŵĞŶƚ�ŝŶŝƟĂƟǀĞ͘�&ƵŶĚĞĚ�ĨŽƌ�Ă�ƚŚƌĞĞͲǇĞĂƌ�ƉĞƌŝŽĚ�ďǇ�ƚŚĞ��ĂǀŝƐ��ĚƵĐĂƟŽŶĂů�
&ŽƵŶĚĂƟŽŶ͕�ƚŚĞ�ŶĞǁ�dĞĂĐŚŝŶŐ�ĂŶĚ�>ĞĂƌŶŝŶŐ��ŽůůĂďŽƌĂƟǀĞ�;d>�Ϳ�ƐƵƉƉŽƌƚƐ�ĂŶĚ�ďƵŝůĚƐ�ŽŶ�
ĨĂĐƵůƚǇ�ĚĞǀĞůŽƉŵĞŶƚ�ƉƌŽŐƌĂŵƐ�ŽīĞƌĞĚ�ďǇ�ƚŚĞ�ŝŶĚŝǀŝĚƵĂů�ĐŽůůĞŐĞƐ�ĂŶĚ�ĚĞǀĞůŽƉƐ�ŶĞǁ͕�
ƌĞƐĞĂƌĐŚͲďĂƐĞĚ�ƉƌŽŐƌĂŵƐ�ĨŽƌ�ĐŽůůĂďŽƌĂƟǀĞ�ĨĂĐƵůƚǇ�ĚĞǀĞůŽƉŵĞŶƚ�ĨŽƌ�ƚŚĞ��K&�ĂŶĚ�ŽƚŚĞƌ
ŝŶƚĞƌĞƐƚĞĚ�ĐŽůůĞŐĞƐ�ĂŶĚ�ƵŶŝǀĞƌƐŝƟĞƐ͘�dŚĞ�d>��ĂůƐŽ�ƐĞƌǀĞƐ�ĂƐ�Ă�ƌĞƐŽƵƌĐĞ�ĨŽƌ�ĨĂĐƵůƚǇ�
ĐŽůůĂďŽƌĂƟŽŶ�ĂŶĚ�ƐƚƵĚŝĞƐ�ĨĂĐƵůƚǇ�ĚĞǀĞůŽƉŵĞŶƚ�ĂŶĚ�ƚĞĂĐŚŝŶŐ�ĞīĞĐƟǀĞŶĞƐƐ͘�

dŚŝƐ�ƉƌĞƐĞŶƚĂƚŝŽŶ�ƉƌŽǀŝĚĞƐ�Ă�ĚĞƐĐƌŝƉƚŝŽŶ�ŽĨ�ƚŚĞ�ĚĞǀĞůŽƉŵĞŶƚ͕�ƉƌŽŐƌĂŵŵŝŶŐ͕�ĞǀĂůƵĂƚŝŽŶ͕ 
ĂŶĚ�ůĞƐƐŽŶƐ�ůĞĂƌŶĞĚ�ĨƌŽŵ�ƚŚŝƐ�ƐŚĂƌĞĚ�ĨĂĐƵůƚǇ�ĚĞǀĞůŽƉŵĞŶƚ�ĞīŽƌƚ�ŽĨ�ƚŚĞ��K&�ƚŽ�ƐƵƉƉŽƌƚ
ĂŶĚ�ĞŶŚĂŶĐĞ�ůĞĂƌŶŝŶŐ�ƚŚƌŽƵŐŚ�ŝŶŇƵĞŶĐŝŶŐ�ƚĞĂĐŚŝŶŐ�ŝŶ�Ɛŝǆ�ƐŵĂůů�ďƵƚ�ĚŝǀĞƌƐĞ�ĐŽůůĞŐĞƐ�ƚŚĂƚ
ƐŚĂƌĞ�Ă�ĨŽĐƵƐ�ŽŶ�ƚŚĞ�ŝŵƉŽƌƚĂŶĐĞ�ŽĨ�ƚŚĞ�ƌĞůĂƟŽŶƐŚŝƉ�ďĞƚǁĞĞŶ�ĐŽŶƚĞŶƚ�ĂŶĚ�ƉĞĚĂŐŽŐǇ�ŝŶ
ĂīĞĐƟŶŐ�ůĞĂƌŶŝŶŐ�ŽƵƚĐŽŵĞƐ͘�/ƚ�ĂůƐŽ�ĂĚĚƌĞƐƐĞƐ�ďĞŶĞĮƚƐ�ĂŶĚ�ĐŚĂůůĞŶŐĞƐ�ŽĨ�ƉƌŽǀŝĚŝŶŐ�
ĨĂĐƵůƚǇ�ĚĞǀĞůŽƉŵĞŶƚ�ǁŝƚŚŝŶ�Ă�ĐŽŶƐŽƌƟƵŵ�ƚŚĂƚ�ŵĂǇ�ďĞ�ƵƐĞĨƵů�ƚŽ�ŽƚŚĞƌ�
ĐŽůůĞŐĞƐͬƵŶŝǀĞƌƐŝƟĞƐ͘�

Goals
dŚĞ�ƉƌŽŐƌĂŵŵĂƟĐ�ŐŽĂůƐ�ŽĨ�ƚŚĞ�d>��ĂƌĞ�ƚŽ͗
ͼ�� ŝŵƉƌŽǀĞ�ĨĂĐƵůƚǇ�ƚĞĂĐŚŝŶŐ�ƐŬŝůůƐ�ƚŚƌŽƵŐŚ�ĐŽůůĂďŽƌĂƟǀĞ�ƉƌŽĨĞƐƐŝŽŶĂů�ĚĞǀĞůŽƉŵĞŶƚ
 programs,
ͼ�� ƐŚĂƌĞ�ĞǆƉĞƌƟƐĞ�ĂĐƌŽƐƐ�ĐŽůůĞŐĞƐ�ƚŽ�ƐƚƌĞŶŐƚŚĞŶ�ƉƌŽŐƌĂŵƐ�ŽŶ�ŝŶĚŝǀŝĚƵĂů�ĐĂŵƉƵƐĞƐ͕
ͼ�� ĨĂĐŝůŝƚĂƚĞ�ƚŚĞ�ĚĞǀĞůŽƉŵĞŶƚ�ŽĨ�ƐƵƉƉŽƌƚ�ŶĞƚǁŽƌŬƐ�ĨŽƌ�ĨĂĐƵůƚǇ�ĂĐƌŽƐƐ�ŝŶƐƟƚƵƟŽŶƐ͕�ĂŶĚ
ͼ�� ŝŶĐƌĞĂƐĞ�ĐŽůůĂďŽƌĂƟǀĞ�ĂĐĂĚĞŵŝĐ�ƌĞƐĞĂƌĐŚ�ĂŶĚ�ƉƌŽŐƌĂŵƐ͘

Philosophy
tŚŝůĞ�ĞĂĐŚ�ĐŽůůĞŐĞ�ŚĂƐ�ƐƉĞĐŝĮĐ�ŶĞĞĚƐ�ĨŽƌ�ƚŚĞŝƌ�ƌĞƐƉĞĐƟǀĞ�ĨĂĐƵůƚǇ�ĐŽŶŐƌƵĞŶƚ�ǁŝƚŚ
ŝŶƐƟƚƵƟŽŶĂů�ƉƌŝŽƌŝƟĞƐ�ĂŶĚ�ŵŝƐƐŝŽŶ͕�ƚŚĞƌĞ�ĂůƐŽ�ĞǆŝƐƚƐ�Ă�ĐŽƌĞ�ƐĞƚ�ŽĨ�ĞīĞĐƟǀĞ�ƚĞĂĐŚŝŶŐ
ƐƚƌĂƚĞŐŝĞƐ�ƚŚĂƚ�ĂƌĞ�ĐƌŝƟĐĂů�ƚŽ�ƐƵĐĐĞƐƐ�ĂĐƌŽƐƐ�ŵŽƐƚ�ĚŝƐĐŝƉůŝŶĞƐ�ĂŶĚ�ĮĞůĚƐ�ŽĨ�ƐƚƵĚǇ͘�dŚƌŽƵŐŚ�
ƚŚĞ�dĞĂĐŚŝŶŐ�ĂŶĚ�>ĞĂƌŶŝŶŐ��ŽůůĂďŽƌĂƟǀĞ͕�ƚŚĞ��K&�ĐŽůůĞŐĞƐ�ĐĂŶ�ǁŽƌŬ�ƚŽŐĞƚŚĞƌ�ƚŽ�ƐƵƉƉŽƌƚ�
ĂŶĚ�ƐƚƌĞŶŐƚŚĞŶ�ƚŚĞŝƌ�ĨĂĐƵůƚǇ�ĂŶĚ�ƉƌŽǀŝĚĞ�Ă�ǀĂůƵĂďůĞ�ƐĞƌǀŝĐĞ�ƚŽ�ŽƚŚĞƌ�ĐŽůůĞŐĞƐ�ǁŚŽ�ŚĂǀĞ
ƐŝŵŝůĂƌ�ŶĞĞĚƐ͘�dŚĞ�ƉƌŽŐƌĂŵƐ͕�ĞǀĞŶƚƐ͕�ĂŶĚ�ŝŶŝƟĂƟǀĞƐ�ĚĞǀĞůŽƉĞĚ�ĂŶĚ�ŽīĞƌĞĚ�ďǇ�ƚŚĞ�d>�
ĂƌĞ�ĨŽĐƵƐĞĚ�ŽŶ�ƉƌŽŵŽƟŶŐ͕�ƐƵƉƉŽƌƟŶŐ͕�ĂŶĚ�ĂƐƐĞƐƐŝŶŐ�ƚŚĞ�ĞīĞĐƟǀĞŶĞƐƐ�ŽĨ�ůĞĂƌŶĞƌͲ
ĐĞŶƚĞƌĞĚ�ƚĞĂĐŚŝŶŐ�Ăƚ�ƚŚĞ�ĐŽůůĞŐĞͬƵŶŝǀĞƌƐŝƚǇ�ůĞǀĞů͘�

1 dŚĞ��ŽůůĞŐĞƐ�ŽĨ�ƚŚĞ�&ĞŶǁĂǇ�ŝŶĐůƵĚĞ��ŵŵĂŶƵĞů��ŽůůĞŐĞ͕�DĂƐƐĂĐŚƵƐĞƩƐ��ŽůůĞŐĞ�ŽĨ��ƌƚ�ĂŶĚ��ĞƐŝŐŶ͕�DĂƐƐĂĐŚƵƐĞƩƐ��ŽůůĞŐĞ�ŽĨ

WŚĂƌŵĂĐǇ�ĂŶĚ�,ĞĂůƚŚ�^ĐŝĞŶĐĞ͕�^ŝŵŵŽŶƐ͕�tĞŶƚǁŽƌƚŚ�/ŶƐƟƚƵƚĞ�ŽĨ�dĞĐŚŶŽůŽŐǇ͕ �ĂŶĚ�tŚĞĞůŽĐŬ��ŽůůĞŐĞ͘�dŚĞǇ�ĂƌĞ�ůŽĐĂƚĞĚ�ŝŶ�ĐůŽƐĞ�

ƉŚǇƐŝĐĂů�ƉƌŽǆŝŵŝƚǇ�ŝŶ�ƚŚĞ�&ĞŶǁĂǇ�ĂƌĞĂ�ŽĨ�ƚŚĞ�ĐŝƚǇ�ŽĨ��ŽƐƚŽŶ͘�dŚĞ�ĐŽŶƐŽƌƟƵŵ�ŚĂƐ�ĞǆŝƐƚĞĚ�ĨŽƌ�ϭϱ�ǇĞĂƌƐ�ĂŶĚ�ŝŶĐůƵĚĞƐ�ƐŚĂƌĞĚ�ƉƌŽŐƌĂŵƐ�

ĂŶĚ�ĂĐƟǀŝƟĞƐ�ĨŽƌ�ƐƚƵĚĞŶƚƐ�;ĐƌŽƐƐͲƌĞŐŝƐƚƌĂƟŽŶ͕�ŝŶƚƌĂŵƵƌĂůƐ͕�ƉĞƌĨŽƌŵŝŶŐ�ĂƌƚƐ͕�ĂŶĚ�ƚŚĞ�ŐůŽďĂů�ĞĚƵĐĂƟŽŶ�ĐĞŶƚĞƌͿ�ĂŶĚ�ƐŚĂƌĞĚ�ŚƵŵĂŶ�

ƌĞƐŽƵƌĐĞƐ�ĂŶĚ�ĐŽŵƉƵƟŶŐ�ƐƵƉƉŽƌƚ�ĂƐ�ǁĞůů�ĂƐ�ƚŚĞ�d>�͘�
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Strategy and Approach
/Ŷ�ŽƌĚĞƌ�ƚŽ�ŝŵƉƌŽǀĞ�ƚĞĂĐŚŝŶŐ�ĂŶĚ�ůĞĂƌŶŝŶŐ�ŽƵƚĐŽŵĞƐ͕�ƐŚĂƌĞ�ĞǆƉĞƌƟƐĞ͕�ĨĂĐŝůŝƚĂƚĞ�ƐƵƉƉŽƌƚ�
ŶĞƚǁŽƌŬƐ͕�ĂŶĚ�ŝŶĐƌĞĂƐĞ�ĐŽůůĂďŽƌĂƟǀĞ�ƌĞƐĞĂƌĐŚ�ĂŶĚ�ƉƌŽŐƌĂŵƐ͕�Ăůů�d>��ŽīĞƌŝŶŐƐ�ĂƌĞ�ŐƵŝĚĞĚ�
ďǇ�ƚŚĞ�ĨŽůůŽǁŝŶŐ�ƉƌŝŶĐŝƉůĞƐ͗

• 'ƌŽƵŶĚĞĚ� ŝŶ�ĐƵƌƌĞŶƚ� ƌĞƐĞĂƌĐŚ�ĂŶĚ�ďĞƐƚ�ƉƌĂĐƚŝĐĞ� ŝŶ� ůĞĂƌŶŝŶŐ͕� ƚĞĂĐŚŝŶŐ͕�ĂŶĚ　　　　　　　 
ĨĂĐƵůƚǇͬƉƌŽĨĞƐƐŝŽŶĂů�ĚĞǀĞůŽƉŵĞŶƚ�ƚŽ�ĂƐƐƵƌĞ�ŚŝŐŚ�ƋƵĂůŝƚǇ�ŽīĞƌŝŶŐƐ�

• �ĞǀĞůŽƉĞĚ�ĂŶĚ�ŝŵƉůĞŵĞŶƚĞĚ�ĐŽůůĂďŽƌĂƟǀĞůǇ
• �ŽŶŶĞĐƚĞĚ�ƚŽ�ĞĂĐŚ�ŽƚŚĞƌ�ƚŚƌŽƵŐŚ�ĐŽŶƚĞŶƚ�ĨŽĐƵƐ͕�ƉƌŽǀŝƐŝŽŶ�ŽĨ�ŵĞŶƚŽƌŝŶŐ�ƐƵƉƉŽƌƚ͕�　　　　　　

ĂŶĚ�ĐƌĞĂƟŽŶ͕�ƐŚĂƌŝŶŐ͕�ŝŵƉůĞŵĞŶƟŶŐ͕�ĂŶĚ�ĂƐƐĞƐƐŝŶŐ�ĂĐƟŽŶ�ƉůĂŶƐ
• /ŶĨůƵĞŶĐĞĚ�ďǇ� ĨĂĐƵůƚǇ�ĂŶĚ� ŝŶƐƚŝƚƵƚŝŽŶĂů�ƉƌĞĨĞƌĞŶĐĞƐ�ĂŶĚ�ŵŽĚŝĨŝĞĚ� ŝŶ� ůŝŐŚƚ�ŽĨ　　　　　　 

ĞǀĂůƵĂƟŽŶƐ

�ůů�ŽīĞƌŝŶŐƐ�ƌĞŇĞĐƚ�ĐƵƌƌĞŶƚ�ŬŶŽǁůĞĚŐĞ͕�ƉƌĂĐƟĐĞ͕�ĂŶĚ�ƌĞƐĞĂƌĐŚ�ŽŶ�ůĞĂƌŶŝŶŐ͕�ƚĞĂĐŚŝŶŐ͕�ĂŶĚ
ĨĂĐƵůƚǇ�ĚĞǀĞůŽƉŵĞŶƚ͘���ĐŽŵƉƌĞŚĞŶƐŝǀĞ�ƐƵƌǀĞǇ�;�K&͕ �^ƉƌŝŶŐ͕�ϮϬϭϬͿ�ĐŽŵƉůĞƚĞĚ�ďǇ�ϯϱϬ
�K&�ĨĂĐƵůƚǇ�ƐĞƌǀĞĚ�ĂƐ�Ă�ŶĞĞĚƐ�ĂƐƐĞƐƐŵĞŶƚ�ĨŽƌ�ǁŚĂƚ�ĨĂĐƵůƚǇ�ǁĂŶƚĞĚ�ĨƌŽŵ�ƚŚĞ�ŶĞǁ�
�ŽůůĂďŽƌĂƟǀĞ͘�^ƚƵĚŝĞƐ�ŽĨ�ƚĞĂĐŚŝŶŐ�ƐƵĐŚ�ĂƐ�,ĂƌǀĂƌĚ Ɛ͛�ůŽŶŐŝƚƵĚŝŶĂů��K��,��ƐƚƵĚǇ�ŽĨ�
ĨĂĐƵůƚǇ�ƐĂƟƐĨĂĐƟŽŶ�ĂŶĚ�ĐŽŶĐĞƌŶƐ�ĂĐƌŽƐƐ�ĚŝīĞƌŝŶŐ�ŝŶƐƟƚƵƟŽŶƐ�ŽĨ�Ăůů�ƐŝǌĞ�ĂŶĚ�ƚǇƉĞ͖�ƚŚĞŽƌǇ�
ĂŶĚ�ƌĞƐĞĂƌĐŚ�ĨƌŽŵ�ĐŽŐŶŝƟǀĞ�ůĞĂƌŶŝŶŐ�ĂŶĚ�ŝŵƉůŝĐĂƟŽŶƐ�ĨŽƌ�ƚĞĂĐŚŝŶŐ�;Ğ͘Ő͕͘�ƚŚĞ�ǁŽƌŬ�ŽĨ�
�ĞǁĞǇ͕ �sǇŐŽƚƐŬǇ͕ �'ĂƌĚŶĞƌͿ�ĂŶĚ�ƌĞůĞǀĂŶƚ�ƌĞƐĞĂƌĐŚ�ĨƌŽŵ��K&�ĨĂĐƵůƚǇ�ĂŶĚ�ŽƚŚĞƌƐ�ƌĞŐĂƌĚŝŶŐ�
ƚŚĞ�ŶĞĞĚ�ĨŽƌ�ĐŽŶŶĞĐƟŶŐ�ƐĐŚŽůĂƌƐŚŝƉ�ĂŶĚ�ƚĞĂĐŚŝŶŐ�ĂŶĚ�ůĞĂƌŶŝŶŐ�ŵŽƌĞ�ĂďŽƵƚ�ƚĞĂĐŚŝŶŐ�
ƐƚƌĂƚĞŐŝĞƐ͕�ĂƐƐĞƐƐŵĞŶƚ͕�ĂŶĚ�ƚĞĐŚŶŽůŽŐǇ�ĂůƐŽ�ŝŶĨŽƌŵĞĚ�ŽƵƌ�ǁŽƌŬ͘

�Ɛ�Ă�ƌĞƐƵůƚ͕�ƚŚƌĞĞ�ŵĂũŽƌ�ĐĂƚĞŐŽƌŝĞƐ�ĚĞĮŶĞ�ƚŚĞ�ĂĐƟǀŝƟĞƐ�ŽĨ�ƚŚĞ�d>�͗�Enhancing Teaching 
and Learning, Development across the Faculty Career, and �ŽŵŵƵŶŝƟĞƐ�ŽĨ�WƌĂĐƟĐĞ�
and Research͘��ŽŶƐƵůƚĂƟŽŶ�ǁŝƚŚ�ĨĂĐƵůƚǇ�ĂŶĚ�ĂĐĂĚĞŵŝĐ�ůĞĂĚĞƌƐ͕�ĚĞǀĞůŽƉŵĞŶƚ�ŽĨ�
ĐŽŵŵƵŶŝĐĂƟŽŶƐ�ƚŽŽůƐ͕�ĐŽŶŶĞĐƟŽŶƐ�ƚŽ�ƌĞůĂƚĞĚ�ŽƌŐĂŶŝǌĂƟŽŶƐ͕�ĂŶĚ�ĐŽŶĚƵĐƚ�ŽĨ�ŽƚŚĞƌ�
ŽƉĞƌĂƟŽŶĂů�ƚĂƐŬƐ�ĂƌĞ�ĂĚŵŝŶŝƐƚƌĂƟǀĞ�ĨƵŶĐƟŽŶƐ�ƚŚĂƚ�ƐĞƌǀĞ�ƚŚĞƐĞ�ƐƵďƐƚĂŶƟǀĞ�ŽīĞƌŝŶŐƐ͘

^ƉĞĐŝĮĐ�ĞǆĂŵƉůĞƐ�ĂŶĚ�ĚĞƐĐƌŝƉƟŽŶƐ�ŽĨ�ƚŚĞ�ƉƌŽŐƌĂŵƐ͕�Ă�ĐĂƐĞ�ƐƚƵĚǇ�ĞǆĂŵƉůĞ�ŽĨ�ŚŽǁ�ŽŶĞ�ŽĨ�
ƚŚĞ�Ɛŝǆ�ĐŽůůĞŐĞƐ�ƵƐĞƐ�ĂŶĚ�ŚĂƐ�ďĞŶĞĮƩĞĚ�ĨƌŽŵ�ƚŚĞ�d>�͕�ĂŶĚ�ĚŝƐĐƵƐƐŝŽŶ�ŽĨ�ĮŶĂŶĐŝĂů�
ĐŽŶƐŝĚĞƌĂƟŽŶƐ�ĂŶĚ�ƐƵƐƚĂŝŶĂďŝůŝƚǇ�ǁŝůů�ĂůƐŽ�ďĞ�ƉƌĞƐĞŶƚĞĚ͘�
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About the Presenters:

Suzanne H. Pasch, Ph.D. 
�ŝƌĞĐƚŽƌ͕ �dĞĂĐŚŝŶŐ�ĂŶĚ�>ĞĂƌŶŝŶŐ��ŽůůĂďŽƌĂƟǀĞ�;d>�Ϳ
Colleges of the Fenway
ϲϭϳͲϴϳϵͲϳϴϰϬ���
 ƐƉĂƐĐŚΛĐŽůůĞŐĞƐͲĨĞŶǁĂǇ͘ŽƌŐ

^ƵǌĂŶŶĞ�ŝƐ�ƚŚĞ�ĨŽƵŶĚŝŶŐ�ĚŝƌĞĐƚŽƌ�ŽĨ�ƚŚĞ��K&�dĞĂĐŚŝŶŐ�ĂŶĚ�>ĞĂƌŶŝŶŐ��ŽůůĂďŽƌĂƟǀĞ͘�^ŚĞ�ďƌŝŶŐƐ�ĞǆƚĞŶƐŝǀĞ
ĞǆƉĞƌŝĞŶĐĞ�ŝŶ�Ă�ůĂƌŐĞ�ƌĞƐĞĂƌĐŚ�ƵŶŝǀĞƌƐŝƚǇ͕ �Ă�ŵŝĚͲƐŝǌĞĚ�ĐŽŵƉƌĞŚĞŶƐŝǀĞ�ĐŽůůĞŐĞ͕�ĂŶĚ�ƐŵĂůů�ƉƌŝǀĂƚĞ�ĐŽůůĞŐĞ�ĂƐ
Ă�ƉƌŽĨĞƐƐŽƌ͕ �ĚĞĂŶ͕�ǀŝĐĞͲƉƌŽǀŽƐƚ͕�ĂŶĚ�ƉƌŽǀŽƐƚ�ƚŽ�ƚŚĞ�ƌŽůĞ�ŽĨ�ĚĞǀĞůŽƉŝŶŐ�ĂŶĚ�ůĞĂĚŝŶŐ�Ă�ĨĂĐƵůƚǇ�ĚĞǀĞůŽƉŵĞŶƚ
ĐŽůůĂďŽƌĂƟǀĞ͘��ƵƌŝŶŐ�ŚĞƌ�ĐĂƌĞĞƌ͕ �^ƵǌĂŶŶĞ�ŚĂƐ�ĨŽƵŶĚĞĚ�ĂŶĚ�ĐŽͲĨŽƵŶĚĞĚ�ƐĞǀĞƌĂů�ĐŽůůĂďŽƌĂƟǀĞ͕
ŝŶƚĞƌĚŝƐĐŝƉůŝŶĂƌǇ�ĐĞŶƚĞƌƐ͕�ĨŽĐƵƐŝŶŐ�ŽŶ�ƚĞĂĐŚĞƌ�ĞĚƵĐĂƟŽŶ�ƌĞĨŽƌŵ͕�ǁŽŵĞŶ Ɛ͛�ƐƚƵĚŝĞƐ�ƌĞƐĞĂƌĐŚ͕�ŝŶƚĞƌŶĂƟŽŶĂů�
ƐƚƵĚŝĞƐ͕�ĂŶĚ�ĨĂĐƵůƚǇ�ƐĐŚŽůĂƌƐŚŝƉ͘�/Ŷ�ĞĂĐŚ�ƌŽůĞ͕�ƐŚĞ�ǁŽƌŬĞĚ�ĂĐƌŽƐƐ�ĂĐĂĚĞŵŝĐ�ĚŝƐĐŝƉůŝŶĞƐ�ĂŶĚ�ĚĞǀĞůŽƉĞĚ
ĐŽůůĂďŽƌĂƟŽŶƐ�ŝŶƐŝĚĞ�ƚŚĞ�ĂĐĂĚĞŵǇ�ĂŶĚ�ǁŝƚŚ�ĐŽŵŵƵŶŝƚǇ�ƉĂƌƚŶĞƌƐ͘��Ŷ�ĞĚƵĐĂƟŽŶĂů�ƉƐǇĐŚŽůŽŐŝƐƚ͕�^ƵǌĂŶŶĞ Ɛ͛
ƉƌŝŵĂƌǇ�ƌĞƐĞĂƌĐŚ�ŝƐ�ŝŶ�ƚŚĞ�ĂƉƉůŝĐĂƟŽŶ�ŽĨ�ƉƌŝŶĐŝƉůĞƐ�ŽĨ�ŚƵŵĂŶ�ĚĞǀĞůŽƉŵĞŶƚ�ĂŶĚ�ůĞĂƌŶŝŶŐ�ƚŽ�ĨĂĐƵůƚǇ
ƉƌŽĨĞƐƐŝŽŶĂů�ĚĞǀĞůŽƉŵĞŶƚ͕�<ͲϭϮ�ĂŶĚ�ŚŝŐŚĞƌ�ĞĚƵĐĂƟŽŶ�ƌĞĨŽƌŵ͕�ĂŶĚ�ƐŽĐŝĂů�ũƵƐƟĐĞ�ŝŶŝƟĂƟǀĞƐ͘�WƌĞƐĞŶƚĂƟŽŶƐ
Ăƚ�ŶĂƟŽŶĂů�ĂŶĚ�ŝŶƚĞƌŶĂƟŽŶĂů�ŵĞĞƟŶŐƐ͕�ƐĞƌǀŝĐĞ�ŽŶ�ƐĞǀĞƌĂů�ďŽĂƌĚƐ�ĚĞĚŝĐĂƚĞĚ�ƚŽ�ƌĞĨŽƌŵ͕�ĂŶĚ�ƉƵďůŝĐĂƟŽŶ�ŽĨ�
ŶƵŵĞƌŽƵƐ�ƌĞƐĞĂƌĐŚ�ĂƌƟĐůĞƐ�ĐŽŵƉƌŝƐĞ�ŚĞƌ�ǁŽƌŬ�ŽŶ�ƚĞĂĐŚĞƌ�ƌĞŇĞĐƟŽŶ͕�ĐŽůůĂďŽƌĂƟŽŶ�ŝŶ�ĞĚƵĐĂƟŽŶĂů�ƌĞĨŽƌŵ͕
ƉƌŽĨĞƐƐŝŽŶĂů�ĂŶĚ�ĨĂĐƵůƚǇ�ĚĞǀĞůŽƉŵĞŶƚ�ĂŶĚ�ĚĞƐŝŐŶ�ĂŶĚ�ĞǀĂůƵĂƟŽŶ�ŽĨ�ƉƌŽŐƌĂŵƐ�ƚŽ�ƌĞĚƵĐĞ�ĐŽŶŇŝĐƚ�ĂŶĚ�ďƵŝůĚ�
ƉĞĂĐĞ͘�^ŚĞ�ĐŽͲĂƵƚŚŽƌĞĚ�ĂŶĚ�ĞĚŝƚĞĚ�The Life Cycle of the Career Teacher͘��^ŚĞ�ŚĂƐ�ǁŽŶ�ĂǁĂƌĚƐ�ĨŽƌ�ŚĞƌ�ǁŽƌŬ
ĂŶĚ�ŝŶƐƟƚƵƟŽŶƐ�ŝŶ�ƚĞĂĐŚĞƌ�ĚĞǀĞůŽƉŵĞŶƚ͕�ĂĚĚƌĞƐƐŝŶŐ�ĚŝǀĞƌƐŝƚǇ͕ �ĂŶĚ�ĐƌĞĂƟŶŐ�ŝŶƚĞƌŶĂƟŽŶĂů�ƉƌŽŐƌĂŵƐ͘�/Ŷ�ŚĞƌ�
ĐƵƌƌĞŶƚ�ƌŽůĞ͕�ƐŚĞ�ĞŶũŽǇƐ�ǁŽƌŬŝŶŐ�ĐŽůůĂďŽƌĂƟǀĞůǇ�ƚŽ�ĐƌĞĂƚĞ�Ă�ĐůŝŵĂƚĞ�ĂŶĚ�ƉƌŽŐƌĂŵƐ�ƚŚĂƚ�ĨĂĐŝůŝƚĂƚĞ�
ĐŽŶŶĞĐƟŽŶƐ�ĂŵŽŶŐ�ĨĂĐƵůƚǇ͕ �ĂĐƌŽƐƐ�ƚŚĞ��K&�ĂŶĚ�ďĞǇŽŶĚ͘�

Lily S. Hsu, Ed.D.
�ƐƐŽĐŝĂƚĞ�WƌŽǀŽƐƚ�ĨŽƌ��ĐĂĚĞŵŝĐ��īĂŝƌƐ
DĂƐƐĂĐŚƵƐĞƩƐ��ŽůůĞŐĞ�ŽĨ�WŚĂƌŵĂĐǇ�ĂŶĚ�,ĞĂůƚŚ�^ĐŝĞŶĐĞƐ
ϲϭϳͲϳϯϮͲϮϬϲϰ
>ŝůǇ͘ŚƐƵΛŵĐƉŚƐ͘ĞĚƵ

>ŝůǇ�,ƐƵ�ŚĂƐ�ŽǀĞƌ�Ϯϱ�ǇĞĂƌƐ�ŽĨ�ĞǆƉĞƌŝĞŶĐĞ�ŝŶ�ŚŝŐŚĞƌ�ĞĚƵĐĂƟŽŶ�ĂŶĚ�ƉƵďůŝĐ�ŚĞĂůƚŚ͘�^ŚĞ�ŝƐ�ĐƵƌƌĞŶƚůǇ��ƐƐŽĐŝĂƚĞ�
WƌŽǀŽƐƚ�ĨŽƌ��ĐĂĚĞŵŝĐ��īĂŝƌƐ�Ăƚ�DĂƐƐĂĐŚƵƐĞƩƐ��ŽůůĞŐĞ�ŽĨ�WŚĂƌŵĂĐǇ�ĂŶĚ�,ĞĂůƚŚ�^ĐŝĞŶĐĞƐ�;D�W,^Ϳ�ǁŚĞƌĞ�
ƐŚĞ�ůĞĂĚƐ�ĨĂĐƵůƚǇ�ĚĞǀĞůŽƉŵĞŶƚ�ƉƌŽŐƌĂŵƐ�ĂŶĚ�ŝŶƐƟƚƵƟŽŶĂů�ĂƐƐĞƐƐŵĞŶƚ͘�dŚŝƐ�ǇĞĂƌ�ƐŚĞ�ŝƐ�ĂůƐŽ�ƐĞƌǀŝŶŐ�ĂƐ�ƚŚĞ�
/ŶƚĞƌŝŵ��ĞĂŶ�ĨŽƌ�ƚŚĞ�^ĐŚŽŽů�ŽĨ�WŚǇƐŝĐŝĂŶ��ƐƐŝƐƚĂŶƚ�^ƚƵĚŝĞƐ�ĂŶĚ�ƚŚĞ�ŝŶƚĞƌŝŵ��ĞĂŶ�ĨŽƌ�ƚŚĞ�^ĐŚŽŽů�ŽĨ�DĞĚŝĐĂů
/ŵĂŐŝŶŐ�ĂŶĚ�dŚĞƌĂƉĞƵƟĐƐ͘�^ŚĞ�ĚĞǀĞůŽƉĞĚ�ĂŶĚ�ŝŵƉůĞŵĞŶƚĞĚ�Ă�EĞǁ�&ĂĐƵůƚǇ�KƌŝĞŶƚĂƟŽŶ�WƌŽŐƌĂŵ�ĨŽƌ�
D�W,^�ĨĂĐƵůƚǇ�ǁŚŽ�ŚĂǀĞ�ůŝƩůĞ�Žƌ�ŶŽ�ƉƌŝŽƌ�ĞǆƉĞƌŝĞŶĐĞ�ŝŶ�ƚĞĂĐŚŝŶŐ�ĂŶĚ�ůĂƵŶĐŚĞĚ�Ă�&ĂĐƵůƚǇ�DĞŶƚŽƌŝŶŐ�
/ŶƐƟƚƵƚĞ�ŝŶ�ϮϬϭϬ�ĨŽƌ�ĨĂĐƵůƚǇ�ǁŚŽ�ĂƌĞ�ŵŝĚͲĐĂƌĞĞƌ�ůĞǀĞů�ĂŶĚ�ůŽŽŬŝŶŐ�ƚŽ�ĚĞǀĞůŽƉ�ƚŚĞŝƌ�ƉŽƌƞŽůŝŽ�ŝŶ�ƚŚĞ�ĂƌĞĂƐ�ŽĨ
ƚĞĂĐŚŝŶŐ͕�ƐĐŚŽůĂƌƐŚŝƉ�ĂŶĚ�ƐĞƌǀŝĐĞ͘�>ŝůǇ�ŚĂƐ�ǁŽƌŬĞĚ�ǁŝƚŚ�ŵƵůƟƉůĞ�ƉƌŽĨĞƐƐŝŽŶĂů�ĂĐĐƌĞĚŝƟŶŐ�ŽƌŐĂŶŝǌĂƟŽŶƐ�ĂŶĚ�
ŝƐ�Ă�ƐŝƚĞ�ƌĞǀŝĞǁĞƌ�ĨŽƌ�ƚŚĞ�EĞǁ��ŶŐůĂŶĚ��ƐƐŽĐŝĂƟŽŶ�ŽĨ�^ĐŚŽŽůƐ�ĂŶĚ��ŽůůĞŐĞƐ�;E��^�Ϳ͕�ŽŶĞ�ŽĨ�Ɛŝǆ�ƌĞŐŝŽŶĂů
ĂĐĐƌĞĚŝƚĂƟŽŶ�ŽƌŐĂŶŝǌĂƟŽŶƐ�ŝŶ�ƚŚĞ�hŶŝƚĞĚ�^ƚĂƚĞƐ͘��^ŚĞ�ŝƐ�ĂůƐŽ�ŝŶƚĞƌĞƐƚĞĚ�ŝŶ�ƉƌŽŐƌĂŵƐ�ƚŚĂƚ�ĨŽĐƵƐ�ŽŶ�ƚŚĞ�
ĂĐĂĚĞŵŝĐ�ŶĞĞĚƐ�ŽĨ�ĮƌƐƚ�ǇĞĂƌ�ƐƚƵĚĞŶƚƐ͘�^ŚĞ�ŚĂƐ�ƚĂƵŐŚƚ�Ăƚ�ƚŚĞ�ƵŶĚĞƌŐƌĂĚƵĂƚĞ�ĂŶĚ�ŐƌĂĚƵĂƚĞ�ůĞǀĞůƐ�ĂŶĚ�
ĐƵƌƌĞŶƚůǇ�ƚĞĂĐŚĞƐ�ĨŽƌ�ƚŚĞ��ŽƐƚŽŶ�WƵďůŝĐ�,ĞĂůƚŚ��ŽŵŵŝƐƐŝŽŶ͕�DĞĚŝĐĂů�/ŶƚĞƌƉƌĞƚĞƌ�dƌĂŝŶŝŶŐ�WƌŽŐƌĂŵ͘��Ɛ�ŽŶĞ�
ŽĨ�ƚŚĞ�ŽƌŝŐŝŶĂů�ŵĞŵďĞƌƐ�ŽĨ�ƚŚĞ��K&�&ĂĐƵůƚǇ��ĞǀĞůŽƉŵĞŶƚ��ŽŵŵŝƩĞĞ͕�>ŝůǇ�ŝƐ�ĐŽŵŵŝƩĞĚ�ƚŽ�ƚŚĞ�dĞĂĐŚŝŶŐ
ĂŶĚ�>ĞĂƌŶŝŶŐ��ŽůůĂďŽƌĂƟǀĞ�ĂŶĚ�ŚĂƐ�ĐŽŶƚƌŝďƵƚĞĚ�ƐŝŐŶŝĮĐĂŶƚůǇ�ƚŽ�ƚŚĞ�ĚĞǀĞůŽƉŵĞŶƚ�ŽĨ�ŝƚƐ�ƉƌŽŐƌĂŵƐ�ĂŶĚ�ĨŽƌ
ƚŚĞ�ƐƵƉƉŽƌƚ�ŽĨ�D�W,^�ĨĂĐƵůƚǇ�ŝŶ�ĚĞǀĞůŽƉŝŶŐ�ĂĐƟŽŶ�ƉůĂŶƐ�ĂŶĚ�ĐŽŵŵƵŶŝƟĞƐ�ŽĨ�ƉƌĂĐƟĐĞ�
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ࡓࡌ㏻ࢆάື࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥࡿࡅ࠾࣓࢝ࣜ )' ሗ࿌

The Teaching and Learning Collaborative of the Colleges of the Fenway
Ꮫ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥி㒔�➨ �� ᅇ )' ࣒࣮࢛ࣛࣇ

6X]DQQH�+��3DVFK��3K�'��DQG�/LO\�+VX��(G�'�

ࡢࣥࢺࢫ࣎ᕞࢶࢵࢭ࣮ࣗࢳࢧ࣐�࣓࢝ࣜ The Colleges of the Fenway㸦COF㸧ࡣ 2010 ᖺ

㐣ཤ 15 ᖺࡢᏛ㛫㐃ᦠࢆᣑࠊࡋඹྠ FD ᴗࢆ㛤ጞࠋࡓࡋDavis ᩍ⫱ᇶ㔠ࡽ 3 ᖺศ

࠸ࡋ᪂ࡓࡗࡲᚓ࡚ጞࢆຓ㔠⿵ࡢ Teaching and Learning Collaborative㸦TLC㸧ࠊࡣຍ┕

Ꮫࡢ FD ✲◊ࠊ࡚ࡅྥᏛࡿ࠶ࡢ㛵ᚰࡢࡢࡑࡧຍ┕Ꮫཬࡽࡉࠊࡋᨭࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉ

ඹྠࡓ࠸ᇶ࡙ FD TLCࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ㛤Ⓨࡓ᪂ࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉ ࡢࡵࡓࡢᩍ⫋ဨὶࡣ

FDࠊࡶࡿࡍᥦ౪ࢆࢫ࣮ࢯࣜ ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ✲◊ࡿࡍ㛵ᩍ⫱ຠᯝࡸ

ᅇࡢⓎ⾲࡛ࠊࡣCOF ඹྠࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜࡛ FD ᴗࡢ㛤Ⓨࠊไసࠊホ౯ࠊᩍカ࡚࠸ࡘㄝ

᫂ࡢࡇࠋࡿࡍᴗࠊࡣᩍᤵάືᙳ㡪ࢆࠊ࡛ࡇࡿ࠼Ꮫ⩦ࢆᨭ࣭ྥୖࡳ⤌ࡾྲྀࡿࡏࡉ

COFࠊ࡛ ࡢ㛵ಀࡢᩍᤵἲࢶࣥࢸࣥࢥࡿࡍᕥྑࢆᏛ⩦ᡂᯝࡣ㸴Ꮫ࡞ከᵝࡽࡀ࡞ᑠつᶍࡢ

㔜せᛶࡢㄆ㆑ࢆඹ᭷࡚ࡋ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥࠊࡽࡉࠋࡿ࠸࡚ࡋ FD ࡿࡍ⤥౪ࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉ

Ⅼ㞴Ⅼࠊ࡛ࡇࡿࡆୖࡾྲྀࡶ࡚࠸ࡘࡢᩍ⫱ᶵ㛵ࡶᙺ❧࡚ࡤࢀᖾࠋࡿ࠶࡛࠸

┠ⓗ

TLC 㸸ࡣⓗ┠࣒ࣛࢢࣟࣉࡢ

࣭ඹྠᑓ㛛ⓗ⬟ຊ㛤Ⓨࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉ㏻࡚ࡌᩍᤵࡿࡏࡉୖྥࢆࣝ࢟ࢫ

ࡿࡍᏛ㛫࡛ඹ᭷ࢆᑓ㛛▱㆑ࡢࡵࡓࡿࡏࡉ῝ࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉࡿࡅ࠾ࢫࣃࣥࣕ࢟ྛ࣭

࣭Ꮫࡢቨࢆ㉺ࡓ࠼ᩍဨᨭࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿⓎᒎಁࢆ㐍ࡿࡍ

࣭ඹྠᏛ⾡◊✲ࡸඹྠᏛ⾡ࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉᗈࡿࡆ

⌮ᛕ

ྛᏛࠊࡣᩍဨ୍ேࡾࡦᑐ࡚ࡋᏛࡢࡸඃඛ㡯ᇶ࡙ࡃ≉ᐃⓗࢆࢬ࣮ࢽᣢࡗ

Ꮫၥࡢࢇࠊࡣ୰᰾㒊ศࡢᩍᤵἲ࡞ຠᯝⓗ࠸࡞ࡏḞᡂຌࠊ᪉୍࡛ࡋࡋࠋࡿ࠸࡚

㡿ᇦ࣭ศ㔝ඹ㏻ࠋࡿ࠸࡚ࡋCOF ຍ┕ᏛࠊࡣTLC ࡚ࡌ㏻ࢆ � ༠ຊࠊ࡛ࡇ࠺ྜࡋᩍဨࡢ

⬟ຊࢆᘬࡁฟྠࠊࡋᵝࢆࢬ࣮ࢽࡢᣢࡘᏛᑐ࡚ࡋ౯್ࢆࢫࣅ࣮ࢧࡿ࠶ᥦ౪ࠋࡿࡍTLC
Ꮫࡿࡅ࠾ࣝ࣋Ꮫࣞࠊࡣࣈࢳࢩࢽࠊࢺࣥ࣋ࠊ࣒ࣛࢢࣟࣉࡿࢀࡉ㛤Ⓨ࣭ᥦ౪ࡾࡼ

⩦⪅୰ᚰࡢᩍᤵἲࡢᬑཬ࣭ᨭ࣭ᐇຠᛶホ౯㔜Ⅼࠋࡿ࠸࡚࠸⨨ࢆ

ᡓ␎ࢳ࣮ࣟࣉ

ᩍᤵ࣭Ꮫ⩦ࡢຠᯝࢆ㧗ࠊࡸࡇࡿࡵᑓ㛛▱㆑ࡢඹ᭷ಁࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࢺ࣮࣏ࢧ㐍ࠊඹྠ
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ࢆᴗࡁᇶ࡙ཎ๎ࡢ௨ୗࡣTLCࠊ࡚ࡋⓗ┠ࢆ࡞ࡇࡍࡸቑࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉඹྠࡸ✲◊

ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜

࣭ᴗࡢ㉁ࢆ㧗ࠊࡵࡓࡿࡵᩍᤵ࣭Ꮫ⩦ )' 㸭 3' ࡃᇶ࡙Ⰻ᭱✲◊ࡢ᪂᭱ࡿࡍ㛵

ᴗ࠺⾜ࢆ

࣭༠ຊࡢୗࠊ㛤Ⓨ࣭ᐇ㊶ࡿࡍ

࣭◊ಟෆᐜࠊࢺ࣮࣏ࢧ࣭࣮ࢱ࣓ࣥࠊάືィ⏬ࡢసᡂ࣭ඹ᭷࣭ᐇ࣭ホ౯ࢆ㏻࡚ࡋ༠ຊྜࡋ

࠺ࠉ

࣭ᩍဨࡸᏛࡢඃඛ㡰ᇶ࡙࡚࠸ᴗࡓࡲࠊ࠸⾜ࢆホ౯ࢆ㋃࠼ࡲಟṇࡿࡍࢆ

⩦ᩍᤵ࣭Ꮫࠊࡣࡳ⤌ࡾྲྀࡢ࡚ࡍ )' ࠋࡿ࠸࡚ࡋᫎࢆ✲◊࣭㊶㆑࣭ᐇ▱ࡢ᪂᭱ࡿࡍ㛵

COFࡢᩍဨ ᴗ࡞ࡓ᪂ࡢࡇࡀᩍဨࠊࡣCOF㸧ࠊㄪᰝ㸦2010ᖺྜ⥲ࡓࡋ⟆ᅇࡀ350ྡ

ࡢḟࠊࡣࡳ⤌ࡾྲྀࡢTLCࠊࡓࡲࠋࡓࡋࡓᯝࢆᙺࡢㄪᰝࢬ࣮ࢽࡿ᥈ࢆࡿ࠸࡚ࡵồࢆఱࡽ

ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⪄ཧࢆ✲◊

࣭ᩍᤵάື㛵ࠋ✲◊ࡿࡍࢻ࣮ࣂ࣮ࣁࠊࡤ࠼ᩍ⫱Ꮫ㝔ࡿ࠶ &2$&+(��7KH�
&ROODERUDWLYH�RQ�$FDGHPLF�&DUHHUV�LQ�+LJKHU�(GXFDWLRQ�࠺࠸⡿ 160௨ୖࡢᏛࡀ

ຍ┕ࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࡀ⧊⤌࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥࡿࡍ⦪᩿ⓗ◊✲㸦ᵝ࡞ࠎᏛࡿࡅ࠾ᩍဨࡢ‶㊊

ᗘᠱᛕ㡯㛵ࡿࡍ◊✲㸧

㸦࣭ࡢࡽ࣮ࢼࢻ࣮࢞ࠊ࣮࢟ࢶࢦࣦࠊ࣮ࣗࢹ㸧ㄆ▱ⓗᏛ⩦ࡢ⌮ㄽࡀࡽࢀࡑ✲◊ࡸᩍᤵἲ

ࡢࡶࡿࡍ၀♧

࣭COFࡢᩍဨࡢࡑࡸࡢᩍဨࠊࡓࡗ⾜ࡀᏛၥ◊✲ᩍᤵάືࡿࡆ⧄ࢆᚲせᛶࠊཬࠊࡧᩍᤵ

ἲࡸホ౯ࢆ࣮ࢪࣟࣀࢡࢸࠊᏛࡪᚲせᛶ㛵ࡿࡍ◊✲

௨ୖࠊࡽࡇࡢTLCࡢάືࢆᐃ⩏࡙ࡣࡢࡶࡿࡅḟࡢ ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍศ㢮ࡘ3

࣭ᩍᤵ࣭Ꮫ⩦ἲୖྥࡢ

࣭ᩍဨࡢ⏕ᾭΏࡿ⫋⬟㛤Ⓨ

࣭◊✲࣭ᐇ㊶ࡢࡵࡓࡢඹྠయ

ࡽࢀࡇ TLCࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡢᐇࡿࡍ⟶⌮ᶵ⬟ࠊࡣࡢࡿ࠸࡚ࢀ⨨࡚ࡋᩍဨࡸᣦᑟ㝕ࡢ༠

㆟ࡢ࣮ࣝࢶ࣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠊ㛤Ⓨࠊ㛵ಀᶵ㛵ࡢ㐃ᦠ୪ࡢࡑࡧࡢᴗົ㐠⏝࡛࠶

ࠋࡿ

ࡢCOFຍ┕Ꮫࠊලయࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉTLCࠊࡢࡑ TLC⏝࠺ࡀࢀࡑᙺ❧࡚ࡗ

ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛ࡿࢀゐㅮ₇୰ࡶ࡚࠸ࡘᛶ⥆⥅ࡸウ㡯᳨ࡢண⟬㠃ࠊࡓࡲࠊࡢࡿ࠸
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